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はじめに

Oracle Business Intelligence Applicationsは包括的なビルトイン・ソリューションであり、組織全体に幅広くインテリジェンスをもたらします。業務効率の最大化に必要となる重要な情報を、現場の従業員から経営陣まで、あらゆるレベルのユーザーに提供します。直感的に操作可能な役割ベースの本ソリューション群により、様々なエンタープライズ・ソースおよび企業のデータ・ウェアハウスのデータを実用的な洞察へと変換・統合し、より効果的なアクション、決定、プロセスを実現します。

Oracle BI ApplicationsはOracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition (Oracle BI EE)上に構築されています。Oracle BI EEは包括的な一連のエンタープライズ・ビジネス・インテリジェンス・ツールおよびインフラストラクチャであり、スケーラブルで効率的な問合せおよび分析サーバー、非定型の問合せおよび分析ツール、インタラクティブ・ダッシュボード、プロアクティブ・インテリジェンスおよびアラート、エンタープライズ・レポート・エンジンが含まれます。


対象読者

このドキュメントは、Oracle BI Applicationsの管理者および実装担当者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポート・サービスへのアクセス

オラクル社は、障害のあるお客様を含む、すべてのお客様にオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメントをご利用いただけることを目標としています。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs(聴覚障害のあるお客様向け)を参照してください。


関連ドキュメント

Oracle Business Intelligence Applicationsの関連ドキュメントについては、http://docs.oracle.com/cd/E51479_01/index.htmにあるドキュメント・ライブラリを参照してください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
操作に関連するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキストまたは入力するテキストを示します。











 
Oracle BI Applicationsの新しいインストール機能

この章では、Oracle BI Applications 11gリリース1 (11.1.1.8.1)におけるインストール機能の変更点について説明します。


Oracle BI Applications 11gリリース1 (11.1.1.8.1)の新しいインストール機能

このOracle BI Applicationsのリリースでは、新しいインストール機能は提供されません。このガイドに含まれるのは、インストールに関する一般的な更新事項です。





 
1 Oracle BI Applicationsのアーキテクチャとインストールの概要


この章では、Oracle Business Intelligence Applicationsのアーキテクチャとインストール・プロセスの概要について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第1.1項「Oracle BI Applicationsのアーキテクチャ」


	
第1.2項「Oracle BI Applicationsのインストール・ロードマップ」






1.1 Oracle BI Applicationsのアーキテクチャ

図1-1は、Oracle BI Applicationsのデプロイ・アーキテクチャを示しています。


図1-1 Oracle BI Applicationsのデプロイ・アーキテクチャ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



マネージャ・サーバーbi_server1にデプロイされるコンポーネント

	
Oracle BI Applications構成マネージャ - このコンポーネントは、システム設定、BI Applicationsの機能構成およびロード計画の定義、生成、実行および監視を可能にするWebアプリケーションです。


	
機能設定マネージャ - (図1-1にはFSMとして記載)このコンポーネントは、構成マネージャによって、順次処理タスクの実装とタスクの依存関係の管理に使用されるWebアプリケーションです。


	
ロード計画ジェネレータ - このコンポーネントは、Oracle Data Integratorリポジトリ内へのロード計画の作成に使用される一連のjarファイルです。


	
ATGLite - このコンポーネントは、Oracle BI Applications Configuration Managerと機能設定マネージャによって使用されるJ2EEコンポーネントです。





管理対象サーバーodi_server1にデプロイされるコンポーネント

	
ODIコンソール - このコンポーネントを使用すると、ETLを制御および監視できます。


	
ODIエージェント - このコンポーネントは、スケジュールを処理し、セッションを編成するJava EEエージェントです。





Oracle BI Applicationsのリポジトリ

	
Business Analytics Warehouse - Business Analytics Warehouseは、顧客中心のすべてのデータを対象とする一元化されたデータ・リポジトリであり、サポートされるソース・システムの分析要件をサポートします。Business Analytics WarehouseはOracle Databaseでのみサポートされます。


	
Business Intelligence Applicationsコンポーネント・リポジトリ(BIACOMP) - 構成マネージャおよび機能設定マネージャ用のリポジトリです。ロード計画の定義、BI Applicationsの製品階層、パラメータやドメイン・マッピングなどの設定オブジェクトおよび機能タスクのリストが含まれます。このリポジトリはOracle Databaseでのみサポートされます。


	
Business Intelligence Applications I/Oスキーマ - このスキーマはミラー・スキーマであり、他のすべてのコンポーネントによって、BIACOMPスキーマの読取りに使用されます。ETLプロセス全体において、構成および機能設定に関するデータの読取り/書込みをサポートします。


	
BI Applications用Oracle Data Integratorリポジトリ - このリポジトリには、BI Applications固有のビルトインETLロジックが含まれます。





クライアント層

図1-1に示したように、クライアントのホスト・マシンには、Webブラウザを通じてアクセスする、構成マネージャおよびOracle Data Integratorコンソールが表示されます。ODI Studioは、開発者のクライアント・マシンにインストールされます。BI Applicationsに使用する場合は、ODI SDKをODI Studioとともにインストールする必要があります。


その他のツール

Golden Gateは、Oracle BI Applicationsに統合されているオプション・ツールです。ソースに依存するデータ・ストアを使用することにより、ETLロードを最適化し、ソース・システムへの影響を緩和できます。

Oracle BI Applications環境へのGolden Gateのデプロイについては、『Oracle Business Intelligence Applications管理者ガイド』を参照してください。


ETLのアーキテクチャ

ETLのアーキテクチャについては、『Oracle Business Intelligence Applications ETLガイド』のETLの概要に関する項を参照してください。





1.2 Oracle BI Applicationsのインストール・ロードマップ

Oracle BI Applicationsのインストールおよび構成プロセスには、大まかに次の手順が含まれます。

	
Oracle Technology Networkのシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html)を確認します。


	
インストール前要件とデプロイ要件を確認します。


	
インストールの前提条件

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition

	
「ソフトウェアのみインストール」モードでは、WebLogic Server 10.3.6が前提条件として必要になります。


	
「エンタープライズ・インストール」・モードでは、WebLogic Server 10.3.5がインストールされます。Oracle BI Applicationsのインストールが完了した後、WebLogic Server 10.3.6へのアップグレードを実行する必要があります。





	
Oracle Data Integrator





	
Oracle BI Applications用のスキーマを作成します。

この手順では、Business Analytics Applications Suiteのリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、Oracle BI Applicationsに必要なスキーマを作成します。


	
Oracle BI Applicationsをインストールします。

この手順では、Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行して、Oracle BI Applications用のバイナリ・ファイルをインストールします。


	
Fusion Middlewareプラットフォーム用のパッチを適用します。


	
BI Applicationsを構成します。

この手順は、インストール・プロセスの構成フェーズです。この手順では、構成スクリプトを使用してOracle Business Intelligence Applicationsを構成します。


	
インストール後パッチを適用します。


	
システム設定タスクを実行します。

システム設定を実行することにより、Oracle BI Applicationsコンポーネントの統合を完了し、機能構成とデータ・ロードを実行できるようにシステムを準備します。


	
Oracle以外のソース・データベースを構成します。

この手順は、ソース・データベースがOracle Databaseではない場合のみ必要です。










 
2 Oracle BI Applicationsのインストール前要件とデプロイ要件


この章では、Oracle BI Applicationsのインストール前要件とデプロイ要件について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第2.1項「Oracle BI Applications用のデータベースの設定に関する一般的なガイドライン」


	
第2.2項「Oracle Business Analytics Warehouseに使用するOracleデータベース固有のガイドライン」






2.1 Oracle BI Applications用のデータベースの設定に関する一般的なガイドライン

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.1.1項「Oracle Business Analytics Warehouseデータベースに関するガイドライン」


	
第2.1.2項「Oracle Business Analytics Warehouseに個別のデータベースを使用する理由」






2.1.1 Oracle Business Analytics Warehouseデータベースに関するガイドライン

次のガイドラインは、パフォーマンスとサイズの増加を考慮してデータ・ウェアハウスの物理データベースを設定する場合に役立ちます。

	
他のアプリケーションが同じサーバー上で実行されていないことを前提として、サーバーの使用可能なメモリーの合計の約50から70パーセントをデータベースに割り当てます。


	
少なくとも、データと索引の表領域を分けます。使用頻度の多い表とそれらの索引を分ける場合は、さらに表領域を作成します。


	
Oracleウェアハウスには、8Kのブロック・サイズを使用することをお薦めします。ブロック・サイズとOracleデータベースの詳細は、Oracle Technology NetworkでOracle Database 11gのドキュメント・ライブラリを参照してください。


	
複数のディスク・ストレージ・システムを使用する場合は、表領域のコンテナとファイルをできるだけ多くのディスクにまたがってストライプ化します。


	
表領域には、処理済のファイル・システムよりもRAWデバイスを使用した方が、パフォーマンスが向上します。


	
RAID-5は、パフォーマンスと可用性の良好なバランスをもたらすことで知られています。








2.1.2 Oracle Business Analytics Warehouseに個別のデータベースを使用する理由

Oracle Business Analytics Warehouseをトランザクション・データベースと同じデータベース内に配置することは技術的に可能ですが、パフォーマンス上の理由から推奨されません。トランザクション・データベースがオンライン・トランザクション処理(OLTP)データベースとして構造化されているのに対し、Oracle Business Analytics Warehouseはオンライン分析処理(OLAP)データベースとして構造化されており、それぞれが独自の目的に合わせて最適化されています。2つのデータベースを組み合せて使用しない理由は、次のとおりです。

	
ETLはハードウェア・リソースを最大限に活用するように構成されているため、ウェアハウスと他のプロジェクトとの間でリソースが共有されないようにする必要があります。


	
分析問合せは、個々のトランザクションの入力および管理という、トランザクション・データベースの通常の使用目的の妨げになります。


	
トランザクション・データベース内のデータは、効率的に更新を行うために正規化されています。トランザクション問合せでは、いくつかの正規化された表が結合されるため、(あらかじめ結合された分析表や非正規化された分析表に比べて)処理速度は低下します。


	
履歴データは、現在のトランザクション処理では必要ない場合でも、分析では必要になるため、トランザクション・データベースからパージできません。(一方、分析データベースは、履歴データのみでなく現在のデータ用のウェアハウスでもあります。)このため、トランザクション・データベースの処理速度はさらに低下します。


	
トランザクション・データベースは1つの特定のアプリケーション用にチューニングされているため、このような別々のトランザクション・データベースを使用して、通常は複数の機能アプリケーションにまたがって処理される分析問合せを実行することは生産的ではありません。


	
分析データベースは、分析問合せと抽出、変換およびロード(ETL)処理専用にチューニングできます。これらの要件は、トランザクション・データベースの要件とは大きく異なります。










2.2 Oracle Business Analytics Warehouseに使用するOracleデータベース固有のガイドライン

この項では、Oracleデータベース固有のガイドラインを示します。内容は次のとおりです。

	
第2.2.1項「Oracleデータベースに関する一般的なガイドライン」


	
第2.2.2項「Oracleテンプレート・ファイルの使用」






2.2.1 Oracleデータベースに関する一般的なガイドライン

この項では、Oracleデータベースのパフォーマンスの最適化に関するその他の推奨事項を示します。

	
Oracleデータベース上のOracle BI Applicationsでは、バイナリ・ソートのみがサポートされます。Oracleクライアントを実行する場合、次のいずれかを行います。

	
NLS_SORTパラメータをBINARYに設定します。


	
バイナリを含むNLS_LANG設定を選択します。




専用のWebクライアントから十分なパフォーマンスを得るには、これらの設定が必要です。


	
ワークロード・システム統計を収集することをお薦めします。


	
Oracle BI ServerとOracleデータベースとの間のデータ・スループットを増加させるには、listener.ora内のSDUおよびTDU設定を変更します。デフォルトは2 KBで、8 KBまで増加させることができます。


	
サーバー側で、listener.oraファイルを編集します。特定のSID_LISTエントリの下にあるSID_DESCを、次のように変更します。


SID_LIST_LISTENER =
   SID_LIST =
      SID_DESC = (SDU=16384)(TDU=16384) 
         ORACLE_HOME = /.....)
         SID_NAME = SOLAP) 
   )
)


	
ログ・ファイル・グループの数を4に設定します。


	
クライアント側で、tnsnames.oraファイルを編集します。TNSの別名を、次のようにSDU=およびTDU=を追加することによって変更します。


myhost_orcl.world=
   DESCRIPTION=(SDU=16384)(TDU=16384)
   ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST=myhost)(PORT=1521))
CONNECT_DATA=(SID=ORCL))








2.2.2 Oracleテンプレート・ファイルの使用

より簡単にOracleデータベース上のBusiness Analytics Data Warehouseを構成するには、\<BI_Oracle_Home>\biapps\etlに格納されているパラメータ・テンプレート・ファイルinit11gR2_template.oraファイルまたはinit11gR2_Exadata_template.oraを参照します。

このパラメータ・テンプレート・ファイルでは、Oracle 11gR2用のコストベース・オプティマイザに基づくパラメータ・ガイドラインが提供されます。これらのガイドラインを開始点として使用します。特定のデータベース・サイズ、データ形状、サーバー・サイズ(CPUとメモリー)およびストレージの種類に基づいて、変更を行う必要があります。データベース管理者は、パフォーマンス・モニタリングおよびチューニングに基づいて、設定を変更する必要があります。

適切なテンプレート・ファイルを<ORACLE_HOME>/dbsディレクトリにコピーします。その後、テンプレート・ファイル内の推奨事項を確認し、特定のデータベース構成に基づいて変更を行います。データベース管理者は、パフォーマンス・モニタリングおよびチューニングの考慮事項に基づいて、設定を変更する必要があります。




	
注意:

NLS_LENGTH_SEMANTICSパラメータを使用すると、バイト長または文字長のセマンティクスを定義できます。Oracle BI Applicationsによってサポートされるこのパラメータの値は、BYTEとCHARです。MLS文字を使用する場合、このパラメータを、データベース・バージョンに対応するパラメータ・テンプレート・ファイル(つまり、init<DB version>.oraファイル)に追加できます。


















3 Oracle BI Applicationsのインストールと設定


この章では、Oracle BI Applicationsをインストールおよび設定するための手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第3.1項「ハードウェア要件」


	
第3.2項「Oracle BI Applicationsをインストールするための前提条件」


	
第3.3項「Oracle BI Applicationsのインストールと構成」






3.1 ハードウェア要件

Oracle BI Applicationsのハードウェア要件は、次のとおりです。

	
10-12 GBの空きメモリーおよび10 GBのスワップ領域(実行時の要件)。


	
Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行するための35 GBの空きディスク領域および10 GBのスワップ領域。このディスク領域は、インストーラの終了後に解放されます。




Oracle BI EEとOracle Data Integratorのハードウェア要件の詳細は、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページ(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html)のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明を参照してください。





3.2 Oracle BI Applicationsをインストールするための前提条件

この項では、Oracle BI Applicationsをインストールする前にインストールする必要があるコンポーネントについて説明します。




	
注意:

Oracle BI Applicationsのこのリリースでサポートされる、前提条件となる製品の具体的なバージョンについては、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページ(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html)のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明を参照してください。












	
注意:

Oracle Business Intelligence 11gのインストーラを実行するときに、「ソフトウェアのみインストール」または「エンタープライズ・インストール」・オプションを選択できます。「ソフトウェアのみインストール」オプションを選択した場合、Oracle BI EEのインストーラを実行する前に、WebLogic Server 10.3.6をインストールする必要があります。「エンタープライズ・インストール」・オプションを選択した場合、WebLogic Server 10.3.5が自動的にインストールされます。Oracle Business Intelligence Enterprise Editionをインストールした後、WebLogic Server 10.3.6へのアップグレードを実行する必要があります。









この項の内容は次のとおりです。

	
第3.2.1項「JDKまたはJRockitのインストール」


	
第3.2.2項「Oracle WebLogic Serverのインストール」


	
第3.2.3項「Fusion Middleware RCUの実行」


	
第3.2.4項「Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 11gのインストール」


	
第3.2.5項「Oracle Business Intelligenceの構成」


	
第3.2.6項「WebLogic Server 10.3.6へのアップグレード」


	
第3.2.7項「Oracle Data Integratorのインストール」






3.2.1 JDKまたはJRockitのインストール

Oracle BI Applicationsをインストールする場合に実行するBusiness Analytics Applications Suiteのインストーラには、JDKバージョン1.6.0_35以降またはJRockitバージョン6u37 R28.2.5以降が必要です。

また、Oracle BI EE、WebLogic ServerおよびOracle Data Integratorにも、JDKとJRockitが必要です。サポートされるバージョンについては、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページ(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html)のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明を参照してください。インストールするJDKまたはJRockitのバージョンが、すべての製品の要件を満たしていることを確認してください。

注意: 64ビット・マシンへのインストールを実行する場合は、JDKまたはJRockitの64ビット・バージョンを使用する必要があります。Windowsの場合、インストーラと同じドライブ上にJDKを配置する必要があります。





3.2.2 Oracle WebLogic Serverのインストール

Oracle BI Applicationsには、WebLogic Server 11gリリース1 (10.3.6)が必要です。

「ソフトウェアのみインストール」オプションを使用してOracle Business Intelligence Enterprise Edition (Oracle BI EE)をインストールすることを選択した場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の手順に従って、WebLogic Server 10.3.6をインストールする必要があります。

「エンタープライズ・インストール」・オプションを使用してOracle BI EEをインストールすることを選択した場合、WebLogic Server 10.3.5が自動的にインストールされるため、この手順を実行する必要はありません。ただし、Oracle BI Applicationsのインストールが完了した後、WebLogic Server 10.3.6へのアップグレードを実行する必要があります。WebLogic Serverをアップグレードする手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverアップグレード・ガイド』を参照してください。





3.2.3 Fusion Middleware RCUの実行

Oracle Business Intelligence Enterprise Editionをインストールする前に、Fusion Middlewareのリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、必要なスキーマを作成する必要があります。RCUの「コンポーネントの選択」画面で、次のスキーマをインストールするためのオプションを選択します。

	
Metadata Services (「AS共通スキーマ」の下に表示されます)

Metadata Servicesスキーマの所有者名とパスワードをメモします。これらの値は、configApps.batまたはconfigApps.shファイルを実行してOracle BI Applicationsを設定するときに必要です。


	
「Business Intelligenceプラットフォーム」 (「Oracle Business Intelligence」の下に表示されます)







	
注意:

Oracle Data Integratorスキーマをインストールする場合は、このオプションを選択しないでください。Oracle BI Applications固有のODIスキーマは、Business Analytics Applications SuiteのRCUを実行したときにインストールされます。









Fusion MiddlewareのRCUを実行する手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』を参照してください。





3.2.4 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 11gのインストール

Oracle BI Applicationsには、WebLogic Server 10.3.6上にデプロイされたOracle Business Intelligence Enterprise Edition 11gのインストールが必要です。WebLogic Server 10.3.5はサポートされていません。

Oracle Business Intelligence 11gのインストーラを実行するときに、「ソフトウェアのみインストール」または「エンタープライズ・インストール」・オプションを選択できます。「ソフトウェアのみインストール」オプションを選択した場合、Oracle BI EEのインストーラを実行する前に、WebLogic Server 10.3.6をインストールする必要があります。「エンタープライズ・インストール」・オプションを選択した場合、WebLogic Server 10.3.5が自動的にインストールされます。Oracle BI Applicationsのインストールが完了した後、WebLogic Server 10.3.6へのアップグレードを実行する必要があります。

WebLogic Serverをインストールする手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』を参照してください。

Oracle BI EEをインストールする手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』を参照してください。

次の点に注意してください。

	
Oracle BI EEは、WebLogic上にデプロイする必要があります。WebsphereはOracle BI Applicationsではサポートされていません。


	
Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行する前に、BIドメインを拡張またはスケールアウトしないようにする必要があります。


	
「簡易インストール」・モードを使用したOracle BI EEのインストールはサポートされていません。


	
Oracle BI Applicationsでは、Windows 32ビットおよびLinux 32ビットへのOracle BI EEのインストールはサポートされていません。


	
「エンタープライズ・インストール」・モードでOracle BI EEをインストールする場合、「コンポーネントの構成」画面で、Oracle BI Applications 11.1.1.8.1に対して、次の4つのオプションを選択する必要があります。

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition


	
Business Intelligence Publisher


	
Real-Time Decisions


	
Essbase Suite











3.2.5 Oracle Business Intelligenceの構成

config.batまたはconfig.shファイルを実行して、BIドメインを構成します。「ソフトウェアのみインストール」モードでOracle BI EEをインストールした場合、この手順を実行する必要があります。

注意: 「エンタープライズ・インストール」・モードでOracle BI EEをインストールした場合、この手順を実行する必要はありません。BIドメインは、第3.2.4項「Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 11gのインストール」の一部として構成されています。

config.batおよびconfig.shファイルは、<BI_Oracle_Home>/binにあります。

config.batファイル(Linux/UNIX上ではconfig.sh)の実行時に、次の操作を行います。

	
「BIシステムの作成またはスケールアウト」画面で、「新しいBIシステムの作成」を選択します。

この画面のオプションについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のBIシステムの作成、スケールアウトまたは拡張に関する項を参照してください。


	
「コンポーネントの構成」画面で、Oracle BI Applicationsリリース11.1.1.8.1に対して、次の4つのオプションを選択する必要があります。

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition


	
Business Intelligence Publisher (自動的に選択されます)


	
Real-Time Decisions


	
Essbase Suite







注意: BIドメインはスケールアウトしないでください。





3.2.6 WebLogic Server 10.3.6へのアップグレード

Oracle BI ApplicationsにはWebLogic Server 10.3.6が必要です。「エンタープライズ・インストール」・モードでOracle BI EEをインストールした場合、WebLogic Server 10.3.5が自動的にインストールされています。ここでは、WebLogic Server 10.3.6へのアップグレードを実行する必要があります。WebLogicのアップグレード・インストーラを使用すると、WebLogic Server 10.3.6へのアップグレードを実行できます。このアップグレード・インストーラは、My Oracle Support (https://support.oracle.com)で入手できます。アップグレード・インストーラをダウンロードする手順と、WebLogic 10.3.6へのアップグレードを実行する手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・スタート・ガイド』で、インストール・プログラムの入手に関する項に含まれる、アップグレード・インストーラに関する項を参照してください。





3.2.7 Oracle Data Integratorのインストール

Oracle BI Applicationsには、Oracle Data Integrator 11gのインストールが必要です。Oracle BI Applicationsのこのリリースでサポートされる、Oracle Data Integratorの具体的なバージョンについては、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページ(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html)のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明を参照してください。

Oracle Data Integratorのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorインストレーション・ガイド』を参照してください。

次の点に注意してください。

	
Oracle Data Integratorのインストーラの「ようこそ」画面で、Oracle Data Integratorリポジトリの作成に関するメッセージを無視します。Oracle BI Applications用Oracle Data Integratorリポジトリは、後ほどBusiness Analytics Applications SuiteのRCUの実行時に作成します。


	
「インストール・タイプの選択」画面で、「Java EEインストール」の下にあるすべてのコンポーネント(つまり、「Java EEエージェント」、「ODIコンソール」および「パブリックWebサービス」)を選択します。


	
「インストール・タイプの選択」画面で、ODI Studioもインストールすることを選択した場合は、「ODI SDK」オプションも選択する必要があります。


	
「インストール場所の指定」画面で、Oracle BI EEのインストール先となるMiddlewareホームを入力します。注意: 他の場所へのOracle Data Integratorのインストールは、BI Applicationsではサポートされていません。


	
ODI Studioをインストールすることを選択した場合は、「リポジトリ構成」画面で、「リポジトリ構成をスキップ」オプションを選択する必要があります。




Oracle Data Integratorのインストーラは、汎用インストーラです。このインストーラを起動するには、次のいずれかのコマンドを使用します。


	プラットフォーム	コマンド
	
Windows

	

setup.exe -jreLoc <location of jdk or jrockit>


例:


setup.exe -jreLoc C:\jdk


注意: JDKまたはJRockitの要件については、第3.2.1項「JDKまたはJRockitのインストール」を参照してください。


	
UNIXおよびLinux

	

./runInstaller -jreLoc <location of jdk or jrockit>













3.3 Oracle BI Applicationsのインストールと構成

この項では、Oracle BI Applicationsをインストールおよび構成するための手順について説明します。

次の手順を順番に実行する必要があります。

	
第3.3.1項「スキーマおよびリポジトリ用データベース・インスタンスの作成」


	
第3.3.2項「Business Analytics Applications SuiteのRCUを使用したスキーマの作成」


	
第3.3.3項「Business Analytics Applications Suiteのインストーラを使用したOracle BI Applicationsのインストール」


	
第3.3.4項「プラットフォーム・パッチの適用」


	
第3.3.5項「ATGLiteの更新」


	
第3.3.6項「FSMの更新」


	
第3.3.7項「Oracle BI Applicationsの構成」


	
第3.3.8項「BIおよびOracle Data Integrator管理対象サーバーを起動する方法」


	
第3.3.9項「ODI Studioのインストール」


	
第3.3.10項「ODI Studioパッチの適用」


	
第3.3.11項「ソース・ファイルのコピー」


	
第3.3.12項「次のステップ」






3.3.1 スキーマおよびリポジトリ用データベース・インスタンスの作成

Business Analytics Applications SuiteのRCUとインストーラを実行する前に、データベース・インスタンスを作成して次のものを用意する必要があります。

	
Business Analytics Warehouseスキーマ


	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ(構成マネージャおよび機能設定マネージャ用)


	
Oracle BI Applications用Oracle Data Integratorリポジトリ(マスター・リポジトリと作業リポジトリを含む)。




次の点に注意してください。

	
Oracle BI Applicationsのこのリリースに含まれる次のコンポーネントは、Oracle Database Enterprise Editionでのみサポートされます。

	
Business Analytics Warehouse


	
BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ


	
BI Applications用Oracle Data Integratorリポジトリ





	
Oracle BI ApplicationsのこのリリースでサポートされるOracle Database Enterprise Editionの具体的なバージョンについては、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページ(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html)のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明を参照してください。


	
Oracle Database Enterprise Editionは、Unicodeを使用して構成する必要があります。


	
Business Analytics Warehouse、BI Applicationsコンポーネント・リポジトリおよびOracle Data Integratorリポジトリは、異なるデータベース・サーバーにインストールできます。


	
Oracle Data Integratorのマスター・リポジトリと作業リポジトリは、同じスキーマにインストールされます。


	
Business Analytics Warehouseのデータベース要件については、第2.1.1項「Oracle Business Analytics Warehouseデータベースに関するガイドライン」を参照してください。








3.3.2 Business Analytics Applications SuiteのRCUを使用したスキーマの作成

次のコンポーネント用のスキーマを作成するには、Business Analytics Applications SuiteのRCUを実行する必要があります。

	
Oracle Business Analytics Warehouse


	
Oracle Business Applicationsコンポーネント


	
Oracle BI Applications用Oracle Data Integratorリポジトリ




Business Analytics Applications SuiteのRCUを実行する前に、次の注意事項を確認してください。

	
Windowsマシン上では、ディレクトリ・パス内に領域を持たないディレクトリに対して、ダウンロードしたRCUの.zipファイルを解凍します。


	
RCUでは、必要なスキーマを作成するときに、.dmpファイルが使用されます。グローバルな書込みアクセス権を使用して、各スキーマ用の.dmpファイルを、適切なデータベース・サーバー・マシン上のディレクトリにコピーする必要があります。(このディレクトリには、RCUによってログ・ファイルが書き込まれます。).dmpファイルは、BIA_RCU_HOME/rcu/integration/biapps/schemaにあります。


	
RCUを使用してOracleデータベース上にスキーマを作成するには、DBA権限を所有し、SYSDBAとしてログインする必要があります(SYSDBAロールが選択されているユーザーSYSなど)。


	
異なるデータベース上にスキーマを作成する場合、データベース接続はデータベース・サーバーごとに異なるため、RCUを複数回、つまり各データベース接続に対して1回実行する必要があります。




Business Analytics Applications SuiteのRCUを使用してOracle BI Applicationsスキーマを作成するには:

	
BIA_RCU_HOMEのbinディレクトリにアクセスします。


	
次のようにRCUを起動します。

	
UNIX:

./rcu


	
Windows:

rcu.bat





	
「ようこそ」画面で、「次」をクリックします。


	
「リポジトリの作成」画面で、「作成」を選択し、「次」をクリックします。


	
「データベース接続の詳細」画面で、スキーマの格納先となるデータベースの接続の詳細を指定します。DBA権限を所有し、SYSDBA (ユーザーSYSなど)としてログインする必要があることに注意してください。

次のデータベース接続の詳細を指定します。


	フィールド名	操作
	
データベース・タイプ

	
「Oracle Database」を選択します。

他のデータベース・タイプはこのリリースではサポートされていません。


	
ホスト名

	
データベースをホストするマシンの完全修飾ホスト名を指定します。たとえば、machine12345.example.comと指定します。


	
ポート

	
データベースが通信するポート番号を指定します。Oracleデータベースのデフォルトのポート番号は1521です。


	
サービス名

	
データベースのサービス名を指定します。通常、サービス名はグローバル・データベース名と同じです。


	
ユーザー名

	
データベースのユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名はSYSです。ユーザーにはDBAまたはSYSDBA権限が必要です。


	
パスワード

	
「ユーザー名」フィールドに指定したユーザー名のパスワードを指定します。


	
ロール

	
SYSDBAを選択します。








	
「次」をクリックして、「コンポーネントの選択」画面を表示します。


	
「コンポーネントの選択」画面で、ダイアログの最上部にある「接頭辞の新規作成」を選択します。

デフォルトの接頭辞はDEVです。接頭辞は変更できます。

RCUによって自動的に作成されるスキーマ所有者(スキーマ名)の形式は、prefix_schemanameです。

次のオプションを選択します。


	スキーマ・オプション	デフォルトのスキーマ所有者
	
Oracle Business Analytics Warehouse

	
<prefix>_DW (すべてのデプロイメントで必須)。


	
Oracle Business Applicationsコンポーネント

	
<prefix>_BIACOMP (すべてのデプロイメントで必須)。

BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ(BIACOMP)を選択すると、BIACM_IOという名前の追加スキーマがRCUによって作成されます。このスキーマは変更または削除しないでください。これは、他のOracle BI Applicationsコンポーネントによるメタデータへのアクセスに必要です。


	
「Oracle Data Integratorマスター・リポジトリ」または「Oracle Data Integrator作業リポジトリ」

	
<prefix>_BIA_ODIREPO (すべてのデプロイメントで必須)。








	
「次」をクリックして、「スキーマ・パスワード」画面を表示します。


	
「スキーマ・パスワード」画面で、スキーマのパスワードを指定および確認し、「次」をクリックして「カスタム変数」画面に進みます。




	
注意:

RCUでは、必要なスキーマを作成するときに、.dmpファイルが使用されます。「カスタム変数」画面でアクションを実行する前に、グローバルな書込みアクセス権を使用して、各スキーマ用の.dmpファイルを、適切なデータベース・サーバー・ホスト・マシン上のディレクトリにコピーする必要があります。(RCUによって、このディレクトリにログ・ファイルが書き込まれます)。これらの.dmpファイルは、BIA_RCU_HOME\rcu\integration\biapps\schemaにあります。










	
「カスタム変数」画面の「値」フィールドには、スキーマごとに、.dmpファイルを含むデータベース・サーバー上のフォルダのディレクトリ・パスを入力します。

注意: .dmpファイルの名前はディレクトリ・パスに含めないでください。

「次」をクリックして、「表領域のマップ」画面に進みます。


	
「表領域のマップ」画面に、スキーマのデフォルトおよび一時表領域が表示されます。この画面で、次の手順を実行します。

	
スキーマごとに、「デフォルト表領域」および「一時表領域」のデフォルト値をそのまま残します。


	
次の表の値に従って、データ・ウェアハウス表領域の一時表領域のサイズを設定します。

- 「表領域の管理」をクリックします。

- 左側のナビゲーション・パネルで、適切な表領域名を選択します。

- メイン・ウィンドウで、「データファイル」という見出しの下にある表領域名を選択します。

- 「編集」アイコンをクリックして、「データファイル」ダイアログを表示します。

- 「データファイルの編集」ダイアログで、次の表に従って一時表領域のサイズを設定します。


	表領域	値
	
<prefix>_DW_DATA

	
サイズ: 20 GB

最大サイズ: 無制限

残りのデフォルト値はそのまま残します。


	
<prefix>_DW_IDX

	
サイズ: 5 GB

最大サイズ: 無制限

残りのデフォルト値はそのまま残します。


	
<prefix>_DW_STG

	
サイズ: 10 GB

最大サイズ: 無制限

残りのデフォルト値はそのまま残します。


	
<prefix>_DW_TEMP

	
サイズ: 15 GB

最大サイズ: 無制限

残りのデフォルト値はそのまま残します。










「OK」をクリックして、「データファイルの編集」ダイアログを終了します。次に、「表領域のマップ」画面で「次」をクリックし、メッセージ・ダイアログで「OK」をクリックして、スキーマ用の表領域を作成します。


	
「サマリー」画面で、「作成」をクリックしてスキーマ作成プロセスを開始します。

エラーが発生することなくスキーマが作成されると、「完了サマリー」画面が表示されます。


	
「完了サマリー」画面で、「閉じる」をクリックします。








3.3.3 Business Analytics Applications Suiteのインストーラを使用したOracle BI Applicationsのインストール

Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行して、Oracle BI Applicationsをインストールします。このインストーラはソフトウェアのみのモードで実行されます。Business Analytics Applications Suiteのインストーラは、Oracle BI EEのインストーラを実行したマシン上で実行する必要があります。すべてのファイルは、ディスク上のBI用Oracleホーム・ディレクトリにインストールされます。この後Oracle BI Applicationsを構成するために、インストール後の手順を実行することに注意してください。


Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行するための前提条件

Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行する前に、次の前提条件を満たしていることを確認します。

	
このインストーラは汎用インストーラであるため、JDKまたはJRockitがインストールされている必要があります。詳細は、第3.2.1項「JDKまたはJRockitのインストール」を参照してください。


	
Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行するには、35 GBの空きディスク領域が必要です。このディスク領域は、インストーラの終了後に解放されます。




Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行するには:

	
次のように入力して、Business Analytics Applications Suiteのインストーラを起動します。

Business Analytics Applications Suiteのインストーラによって、「ようこそ」画面が表示されます。


	プラットフォーム	コマンド
	
Windows

	
コマンド・プロンプトで、次のように入力します。


setup.exe -jreLoc <Drive:\...\jdk or jrockit location>


jdk or jrockit locationは、binフォルダを含むディレクトリです。

例:


setup.exe -jreLoc C:\jdk


	
UNIXおよびLinux

	

./runInstaller -jreLoc <jdk or jrockit location>








注意: /etc/oraInst.locが存在しないLinuxマシン上でインストーラを実行する場合、「インベントリの場所の指定」画面が表示されます。この画面については、第B.1項「インベントリの場所の指定」を参照してください。


	
「次へ」をクリックして「前提条件のチェック」画面を表示します。

この画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件が満たされていることを確認します。前提条件チェックに失敗したものがあれば、画面の下部にエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックしてもう一度実行してください。エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。「中止」をクリックすると、すべてのコンポーネントの前提条件チェックが中止されます。


	
「次へ」をクリックして、「インストール場所の指定」画面を表示します。


	
「インストール場所の指定」画面で、Oracle BI EEのインストールの詳細を指定します。


	フィールド	操作
	
Oracle Middlewareホーム

	
Oracle BI EEがインストールされている既存のOracle Middlewareホームのディレクトリへのパスを指定します。

ディレクトリの場所が不明な場合は、「参照」をクリックし、システム上でディレクトリを検索します。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
BI用Oracleホームを指定します(例: Oracle_BI1)。それ以外のOracleホームを指定したり、新規作成したりしないでください。BI用Oracleホーム・ディレクトリには、Oracle BI Applications用のソフトウェア・バイナリ・ファイルがインストールされます。








Windowsオペレーティング・システムへのインストールを実行する場合には、ディレクトリ・パスが有効であり、二重のバックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認します。


	
「次へ」をクリックして、「サマリー」画面を表示します。


	
「サマリー」画面でサマリー情報を確認し、「次へ」をクリックしてインストールを開始します。

インストーラによって、Oracle BI ApplicationsフォルダおよびファイルがBI用Oracleホーム・ディレクトリにインストールされます。




	
注意:

インストーラのプログレス・バーが100%完了を示しても、「終了」ボタンが表示されるまで待機する必要があります。










	
「終了」をクリックします。








3.3.4 プラットフォーム・パッチの適用

Fusion Middlewareプラットフォーム・パッチを適用する必要があります。これらのパッチは、Oracle Business Intelligence Applications 11.1.1.8.1メディア・パックの一部としてダウンロードできます。バンドル・パッチ131017のOracle BI EEパッチが含まれており、これらはOracle BI EE 11.1.1.7.0に適用されます。

パッチを適用するには、スクリプトを実行します。このPerlスクリプトの場所は、<BI_Oracle_Home>/biapps/tools/bin/APPLY_PATCHES.plです。

このPerlスクリプトを実行してパッチを適用するには、パラメータ入力ファイル(apply_patches_import.txt)が必要です。この手順では、Perlスクリプトを実行する前に、パラメータ入力ファイルを更新して、適切なディレクトリ・パスを反映します。

プラットフォーム・パッチを適用するには:

	
Weblogic管理サーバー、管理対象サーバーおよびノード・マネージャを停止します。Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)を使用して、BIプロセスを停止します。


	
Oracle Software Delivery Cloud上のOracle Business Intelligence Applications 11.1.1.8.1メディア・パックから、Oracle Fusion Middleware Platform Patches for Oracle Business Intelligence ApplicationsおよびOracle Fusion Middleware Platform Patches for Oracle Business Intelligence Applications for <OS>をダウンロードします。すべての部分をダウンロードしてください。


	
次のように、すべての.zipファイルを同じパッチ・ホーム・ディレクトリ内に抽出します。

パッチを含むダウンロードされた.zipファイルの内容を、C:\patchesやPATCH_HOME/patchesなどの同じディレクトリ内に抽出します。

注意: 抽出された内容のディレクトリ構造は、patches4fa/dist/ps6rc3ではありません。パッチを含むフォルダは、biappsshiphome、odi、weblogicおよびoracle_commonです。個々のパッチを解凍する必要はありません。


	
パラメータ入力ファイル(apply_patches_import.txt)を更新して、このテキスト・ファイル内に指定したパスを反映します。

	
ログと一時パッチ・ファイルの格納先となる、書込み可能なディレクトリを作成します。apply_patches_import.txtファイルで、このディレクトリのパスを参照するようにWORKDIR=変数を設定します。


	
<BI_Oracle_Home>/biapps/tools/binディレクトリにあるapply_patches_import.txtを開きます。


	
次のディレクトリ・パスを指定します。


	ディレクトリ	パス
	
JAVA_HOME

	
プラットフォーム用にインストールしたJDKのパス。


	
INVENTORY_LOC

	
Oracle\Inventoryディレクトリのパス。

例:

C:\Program Files\Oracle\Inventory


	
ORACLE_HOME

	
BI用Oracleホーム・ディレクトリのパス。


	
MW_HOME

	
Oracle Middlewareホーム・ディレクトリのパス。


	
COMMON_ORACLE_HOME

	
Middlewareホーム・ディレクトリの下にあるoracle_commonディレクトリのパス。


	
WL_HOME

	
Oracle WebLogic Serverホーム・ディレクトリのパス。


	
ODI_HOME

	
ODIホーム・ディレクトリのパス。


	
WINDOWS_UNZIP_TOOL_EXE

	
プラットフォームがWindowsの場合、解凍ツールの実行可能ファイルへの完全なパスを指定します。たとえば、C:\Program Files\7-Zip\7zFM.exeと指定します。


	
WORKDIR

	
ログと一時パッチ・ファイルの格納先となる書込み可能なディレクトリのパス。


	
PATCH_ROOT_DIR

	
パッチ・ディレクトリのパス。

例:


C:\patches


または


PATCH_HOME/patches











	
パッチを適用するために、<BI_Oracle_Home>/perl/binから次のコマンドを実行します。


$ perl <BI_Oracle_Home>/biapps/tools/bin/APPLY_PATCHES.pl <BI_Oracle_Home>/biapps/tools/bin/apply_patches_import.txt


例:


<BI_Oracle_Home>/perl/bin/perl <BI_Oracle_Home>/biapps/tools/bin/APPLY_PATCHES.pl <BI_Oracle_Home>/biapps/tools/bin/apply_patches_import.txt


	
WORDIRで指定したディレクトリ内にある次のログ・ファイルを参照して、すべてのパッチが正常に適用されたことを確認します。

	
final_patching_report.log (パッチの適用に関するサマリー)


	
biappshiphome_generic_patches.log


	
biappshiphome_<OS specific>_patches.log


	
odi_generic_patches.log


	
oracle_common_generic_patches.log


	
weblogic_patching.log





	
WLS管理サーバー、ノード・マネージャおよびBI管理対象サーバーを起動します。BI管理対象サーバーを起動するには、WLS管理コンソールを使用する必要があります。BIプロセスを起動するには、OPMNを使用します。


	
ダイナミック・モニタリング・サービス・パッチ16569379をBIシステムに適用します。このパッチは、My Oracle Supportの「パッチと更新版」から入手できます。オペレーティング・システムに対応したパッチをダウンロードし、そのパッチをREADMEファイルの指示に従って適用します。








3.3.5 ATGLiteの更新

この項では、BIACOMPスキーマ内のATGLiteデータを更新する手順について説明します。

ATGLiteを更新するには:

	
次のコマンドを実行します。


java -jar biappsrepositoryutil.jar upgradeATG <mandatory parameters>


必須パラメータは次のとおりです。


	パラメータ	説明
	
bi.oracle.home

	
Oracle BIホームのフルパス。


	
work.dir

	
実行に使用する作業ディレクトリ。

実行するたびにログ・ファイルが作成され、このディレクトリに保存されます。SQLログ・ファイルのネーミング規則は、atgUpgradeSQLYYYY-MM_DD_HH_MM.logです。ログ・ファイルは、空でない場合のみ使用可能です。


	
db.conn.sid.url

	
BIACOMPスキーマをホストするデータベースへの接続。形式はhost:port:SIDです。

たとえば、host.domain:1521:orclと指定します。

Oracle Database 12cプラガブル・データベース(PDB)を使用する場合、host:port/ServiceNameという形式を使用します。

たとえば、host:port/orcl.mycompany.comと指定します。


	
biacomp.user

	
BIACOMPスキーマの所有者。


	
biacomp.password

	
BIACOMPスキーマ所有者のパスワード。


	
atg.db.seed.url

	
BIACOMPスキーマへの接続に使用するURL。(ATGユーザーは、BIACOMPスキーマの所有者です。)形式はhost:port/ServiceNameです。たとえば、host:port/orcl.mycompany.comと指定します。


	
db.sys.user

	
データベース・システム・ユーザー名。


	
db.sys.password

	
データベース・システム・ユーザーのパスワード。

注意: このパラメータをコマンド・ラインに指定して渡さなかった場合、ツールの実行時にパスワードが要求されます。











例


java -jar biappsrepositoryutil.jar upgradeATG bi.oracle.home=scratch/MiddleWareHome/Oracle_BI1/
work.dir=scratch/workfolder biacomp.user=BIAPPS_BIACOMP
biacomp.password=password db.conn.sid.url=<host>:<database port>:<SID> atg.db.seed.url=<host>:<database port>/<ServiceName> db.sys.user=sysuser db.sys.password=password





3.3.6 FSMの更新

この項では、BIACOMPスキーマ内のFSMデータを更新する手順について説明します。

FSMを更新するには:

	
次のコマンドを実行します。


java -jar biappsrepositoryutil.jar upgradeFSM <mandatory parameters>


必須パラメータは次のとおりです。


	パラメータ	説明
	
bi.oracle.home

	
Oracle BIホームのフルパス。


	
work.dir

	
実行に使用する作業ディレクトリ。

実行するたびにログ・ファイルが作成され、このディレクトリに保存されます。SQLログ・ファイルのネーミング規則は、fsmUpgradeSQLYYYY-MM_DD_HH_MM.logです。ログ・ファイルは、空でない場合のみ使用可能です。


	
db.conn.sid.url

	
BIACOMPスキーマをホストするデータベースへの接続。形式はhost:port:SIDです。

たとえば、host.domain:1521:orclと指定します。

Oracle Database 12cプラガブル・データベース(PDB)を使用する場合、host:port/ServiceNameという形式を使用します。

たとえば、host:port/orcl.mycompany.comと指定します。


	
biacomp.user

	
BIACOMPスキーマの所有者。


	
biacomp.password

	
BIACOMPスキーマ所有者のパスワード。


	
fsm.db.seed.url

	
BIACOMPスキーマへの接続に使用するURL。(FSMユーザーは、Business Analytics Warehouseスキーマの所有者です。)形式はhost:port/ServiceNameです。たとえば、host:port/orcl.mycompanyと指定します。


	
db.sys.user

	
データベース・システム・ユーザー名。


	
db.sys.password

	
データベース・システム・ユーザーのパスワード。

注意: このパラメータをコマンド・ラインに指定して渡さなかった場合、ツールの実行時にパスワードが要求されます。











例


java -jar biappsrepositoryutil.jar upgradeFSM bi.oracle.home=scratch/MiddleWareHome/Oracle_BI1/
work.dir=scratch/workfolder biacomp.user=BIAPPS_BIACOMP
biacomp.password=password db.conn.sid.url=<host>:<database port>:<SID> fsm.db.seed.url=<host>:<database port>/<ServiceName> db.sys.user=sysuser db.sys.password=password





3.3.7 Oracle BI Applicationsの構成

Oracle BI Applicationsをデプロイしてコンポーネントを構成するには、configApps.batまたはconfigApps.shファイルを実行してBIドメインを拡張します。

このフェーズでは、次の重要な構成が行われます。

	
Oracle BI Applications構成マネージャ、機能設定マネージャ、ODI Java EEエージェント、ODIコンソールおよびロード計画ジェネレータがWebLogic Server内にデプロイされます。


	
コンポーネントの関連付けが実行されます。


	
BI Applications管理者ユーザー(構成マネージャへの完全なアクセス権と、「スーパーバイザ」ロールによるODIへのアクセス権を持つ)がWebLogic Serverの組込みLDAP内に作成されます。


	
BI Applications用Oracle Data Integratorリポジトリが、外部認証(WebLogic Serverの組込みLDAPに対する認証)を使用するように構成および設定されます。




configApps.batおよびconfigApps.shファイルは、<BI_Oracle_Home>/binにあります。

configApps.batまたはconfigApps.shファイルを実行してコンポーネントを構成するには:

	
configAppsプロセスを実行する前に、WLS管理サーバー、ノード・マネージャおよびBIサービスが実行されていることを確認します。


	
オペレーティング・システムに基づいて、BI_Oracle_Home (デフォルト・フォルダ名はOracle_BI1)のbinディレクトリから構成ユーティリティを起動します。

UNIXコマンド:

cd BI_Oracle_Home/bin

./configApps.sh

Windowsコマンド:

cd BI_Oracle_Home\bin

configApps.bat


	
「ようこそ」画面で、「次へ」をクリックします。


	
「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生することなく前提条件チェックが終了したら、「次へ」をクリックします。

エラー・メッセージが表示されたら、エラーを修正した後、「再試行」をクリックして、前提条件チェックを再実行します(推奨)。エラーが発生することなくすべての前提条件チェックが終了するまで、この操作を繰り返します。前提条件に関するエラーの修正中に構成プロセスを停止するには、「中止」をクリックします。エラーまたは警告メッセージを無視し、構成プロセスを続行するには、「続行」をクリックします(非推奨)。




	
注意:

通常は、前提条件チェックの実行中に、エラーまたは警告メッセージの原因となっている問題を解決することなく処理を続行した場合、構成が正しく機能しない可能性があります。










	
「BIドメインの拡張」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
WebLogic Serverドメインが存在しているコンピュータのホスト名。このフィールドは読取り専用です。


	
ポート

	
WebLogic Serverドメインが通信するポート番号を指定します。デフォルトは7001です。


	
ユーザー名

	
WebLogic Serverにログインするユーザー名を指定します。


	
ユーザー・パスワード

	
WebLogic Serverにログインするためのパスワードを指定します。








「次へ」をクリックします。


	
「インストール場所の指定」画面に、次の情報が表示されます。


	フィールド	説明
	
Middlewareホーム

	
Oracle BI EEがインストールされている既存のOracle Middlewareホームのディレクトリへのパスを指定します。

このフィールドは読取り専用です。


	
Oracleホーム

	
BI用Oracleホーム。Oracle BI EEおよびOracle BI Applicationsのファイルがインストールされます。

このフィールドは読取り専用です。


	
Weblogicサーバー・ホーム

	
WebLogic Serverのディレクトリ名。

このフィールドの値は読取り専用で、ユーザーが「Middlewareホーム」フィールドで指定したホスト名です。


	
ドメイン・ホーム

	
Oracle Business Intelligenceシステムに関連付けられたドメインのホーム・ディレクトリ。このフィールドは読取り専用です。


	
インスタンス・ホーム

	
Oracle Instanceディレクトリへのパス。

インストーラは、コンポーネントの構成ファイルとランタイム・プロセスを、Oracleインスタンス・ディレクトリにインストールします。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracle Instanceのディレクトリはシステム上の任意の場所に特定できます。Oracle Middlewareホーム内である必要はありません。

このフィールドは読取り専用です。


	
インスタンス名

	
Oracle Business Intelligenceインスタンスの名前。デフォルトでは、この場所は「インスタンス・ホーム」フィールドの値に基づいています。このディレクトリは一般的にORACLE_INSTANCEと示されます。

このフィールドの値は読取り専用です。








「次へ」をクリックします。


	
「コンポーネントの構成」画面で、Oracle BI Applicationsをデプロイするために、「BI Applicationコンポーネント」を選択します。

「次へ」をクリックします。


	
「RPD暗号化のパスワード」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
RPDパスワード

	
RPDの暗号化に使用するパスワードを指定します。


	
RPDパスワードの確認

	
RPDの暗号化に使用するパスワードを確認入力します。








「次へ」をクリックします。


	
「BI Applications管理者ユーザー」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
ユーザー名

	
Oracle BI Applications管理者のユーザー名を指定します。

注意: Administrator、Admin、SadminまたはSupervisorは、大文字小文字の区別にかかわらず、入力しないでください。これらのユーザー名は予約されています。WebLogic Server管理者ユーザー名も使用しないでください。


	
パスワード

	
Oracle BI Applications管理者のパスワードを指定します。


	
パスワードの確認

	
パスワードを確認入力します。








このユーザーはシステム設定のみでなく、Oracle BI Applications構成マネージャとOracle Data Integratorとの間の通信にも使用されるため、これらの資格証明をメモしてください。このユーザーには、構成マネージャ内の完全なアクセス権と、「スーパーバイザ」ロールによるOracle Data Integratorへのアクセス権が付与されます。

「次へ」をクリックします。


	
「MDSスキーマ」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
MDSスキーマをホストするデータベースのタイプ。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
MDSスキーマにアクセスするために使用する接続文字列。


	
MDSスキーマのユーザー名

	
MDSスキーマのスキーマ名。


	
MDSスキーマのパスワード

	
MDSスキーマのパスワード。








注意: ユーザー名とパスワードの値は、第3.2.3項「Fusion Middleware RCUの実行」におけるFusion Middleware RCUの実行時に入力した値と一致する必要があります。

「次へ」をクリックします。


	
「BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマ」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマをホストするデータベースのタイプを選択します。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマにアクセスするために使用する接続文字列を指定します。

次の形式を使用します。

host:port:service_name


	
BIAコンポーネント・リポジトリ・スキーマのユーザー名

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマのスキーマ名を指定します。


	
BIAコンポーネント・リポジトリ・スキーマのパスワード

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマのパスワードを指定します。








「次へ」をクリックします。


	
「Business Analytics Warehouseスキーマ」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
Business Analytics Warehouseスキーマをホストするデータベースのタイプを指定します。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
Business Analytics Warehouseスキーマにアクセスするために使用する接続文字列を指定します。

次の形式を使用します。

host:port:service_name


	
Business Analytics Warehouseスキーマのユーザー名

	
Business Analytics Warehouseスキーマのスキーマ名を指定します。


	
Business Analytics Warehouseスキーマのパスワード

	
Business Analytics Warehouseスキーマのパスワードを指定します。








「次へ」をクリックします。


	
「BI Applications ODIリポジトリ・スキーマ」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
ODIリポジトリ・スキーマをホストするデータベースのタイプを指定します。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
ODIリポジトリ・スキーマにアクセスするために使用する接続文字列を指定します。

次の形式を使用します。

host:port:service_name


	
ODIリポジトリ・スキーマのユーザー名

	
ODIリポジトリ・スキーマのスキーマ名を指定します。デフォルト名は<prefix>_BIA_ODIREPOです。これは、Business Analytics Applications SuiteのRCUの実行時に作成したリポジトリです。


	
ODIリポジトリ・スキーマのパスワード

	
ODIリポジトリ・スキーマのパスワードを指定します。








「次へ」をクリックします。


	
「ポートの構成」画面で、次のように指定します。


	フィールド	説明
	
自動でポートを構成

	
Oracle Business Analytics Applications Suiteインストーラによって自動でポートを構成する場合は、このオプションを選択します。


	
構成ファイルを使用してポートを指定

	
構成ファイルを使用してポートを構成する場合は、このオプションを選択します。オプションで、「参照」をクリックして、構成ファイルの場所を指定します。ファイルを表示または編集するには、「ファイルの表示/編集」をクリックします。

staticport.iniという名前のサンプル構成ファイルが提供されます。このファイルは、Business Analytics Applications SuiteのインストーラのDisk1\stage\Responseディレクトリに格納されています。このファイルを編集して、環境に対応した構成設定を指定できます。








	
「サマリー」画面で「保存」をクリックして、この構成の設定をレスポンス・ファイルに保存(オプション)した後、「構成」をクリックして、構成プロセスを開始します。


	
「構成の進行状況」画面では、ソフトウェア構成の進行状況の監視と、エラー(発生した場合)への対応が可能です。

エラーが発生することなく構成が終了したら、「次へ」をクリックします。


	
「完了」画面で「保存」をクリックして、このインストールの設定をレスポンス・ファイルに保存(オプション)した後、「終了」をクリックして、Oracle Business Intelligence構成アシスタントを終了します。








3.3.8 BIおよびOracle Data Integrator管理対象サーバーを起動する方法

Oracle BI Applicationsでは、ノード・マネージャを使用して、BIおよびOracle Data Integrator管理対象サーバー(bi_server1およびodi_server1)を起動することが求められます。パラメータ、メモリーおよびJVM引数を適切に設定するには、この作業が必要です。BIおよびOracle Data Integrator管理対象サーバーを起動しなかった場合、Oracle BI Applications構成マネージャ、機能設定マネージャおよびOracle Data Integratorで、機能の欠如やメモリーに関する問題が発生する可能性があります。

ノード・マネージャを使用してBIおよびOracle Data Integrator管理対象サーバーを起動するには、WebLogic管理コンソールのユーザー・インタフェースを使用して、それらのサーバーを起動する必要があります。BIおよびOracle Data Integrator管理対象サーバーの起動には、管理対象サーバー起動スクリプトを使用しないでください。





3.3.9 ODI Studioのインストール

ODI Studioは、ODIリポジトリの設計と管理に使用できるデスクトップ・クライアントです。通常、ODI Studioは開発者のマシンにインストールされます。ODI Studioでサポートされるオペレーティング・システムは、Windows 32ビット、Windows 64ビットおよびLinux 32ビットです。

ODI Studioをインストールするには、次の手順を実行します。

	
第3.3.9.1項「ODI Studioのインストール」


	
第3.3.9.2項「ODI Studio用のユーザー・アクセスの構成」






3.3.9.1 ODI Studioのインストール

Oracle Data Integratorのインストーラを使用して、ODI Studioをインストールします。

次の点に注意してください。

	
「インストール・タイプの選択」画面で、「Developerインストール」をインストール・タイプとして選択し、「Developerインストール」の下にある両方のオプション、つまり「ODI Studio (ローカル・エージェントを含む)」と「ODI SDK」を選択する必要があります。


	
「リポジトリ構成」画面で、「リポジトリ構成をスキップ」オプションを選択する必要があります。




ODI Studioをインストールする手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorインストレーション・ガイド』を参照してください。





3.3.9.2 ODI Studio用のユーザー・アクセスの構成

Oracle Data Integratorリポジトリは、WebLogic Serverの組込みLDAPサーバーに対する外部認証用に構成されます。認証用の適切なセキュリティ・ファイルを使用するように、ODI Studioを構成する必要があります。これらの手順は、ODI Studioをインストールするたびに実行する必要があります。

注意: BI用Oracleホームが存在するマシンにODI Studioがインストールされている場合でも、これらの手順を実行する必要があります。

ODI Studio用のユーザー・アクセスを構成するには:

	
cwallet.ssoおよびjps-config-jse.xmlを次の場所からコピーします。


<MW_Home>/user_projects/domains/bifoundation_domain/odi-client-config/embedded


コピー先:


<ODI_Home>/oracledi/client/odi/bin


	
<ODI_Home>/oracledi/client/odi/bin/odi.confを編集して、JPS構成ファイル名を次のように更新します。


AddVMOption -Doracle.security.jps.config=./jps-config-jse.xml


これらの手順を正しく完了しなかった場合、「ODI-10188: OPSSからのログイン中にエラーが発生しました。/jps-config.xml (そのようなファイルまたはディレクトリは存在しません)」というエラー・メッセージが表示されます。


	
ODI Studioのすべてのインスタンスに対して、手順1および2を実行します。

注意: BI用Oracleホームが存在するマシンにODI Studioがインストールされている場合でも、これらの手順を実行する必要があります。




BI Applications管理者のパスワードまたはいずれかのODIユーザーのパスワードが変更された場合、管理者はセキュリティ・ファイルを再生成し、それらのファイルをODI Studioのすべてのインスタンスに再配布する必要があります。

セキュリティ・ファイルを再生成するには:

	
wlst.shスクリプトを実行します。


ORACLE_HOME/common/bin/wlst.sh <MW_Home>/Oracle_BI1/bifoundation/install/createJPSArtifactsODI.py embedded --ADMIN_USER_NAME <Administrator> --DOMAIN_HOSTNAME <Hostname> --DOMAIN_PORT 7001 --DOMAIN_HOME_PATH <MW Home>/user_projects/domains/bifoundation_domain


ADMIN_USER_NAMEは、WebLogic Server管理者ユーザーです。

更新されたJPS構成ファイルおよび資格証明ウォレットが、次の場所に作成されます。


<MW_Home>/user_projects/domains/bifoundation_domain/odi-client-config/embedded


	
更新されたこれらのファイルを、すべてのODI Studioインスタンスの<ODI_Home>/oracledi/client/odi/binにコピーします。


	
ODI Studio用のユーザー・アクセスを構成する、前述の手順2の説明に従って、odi.confファイルが正しく編集されていることを確認します。

odi.confファイルは、<ODI_Home>/oracledi/client/odi/binにあります。










3.3.10 ODI Studioパッチの適用

ODI Studioパッチは、PATCH_ROOT_DIR\odi\genericまたはPATCH_ROOT_DIR/odi/genericから入手できます。PATCH_ROOT_DIRについては、第3.3.4項「プラットフォーム・パッチの適用」を参照してください。

システム管理者は、ODI Studioを自分のマシンにインストールした開発者に、このパッチを提供する必要があります。

パッチのREADMEに記載された手順に従って、このパッチをODI Studioに適用します。

注意: BIドメインのホスト・マシンにODI Studioをインストールした場合、このパッチを適用する必要はありません。





3.3.11 ソース・ファイルのコピー

Oracle BI Applicationsのインストール中、ソース・ファイルはBI_Oracle_Home/biapps/etlディレクトリにインストールされます。これらのファイルは、ETLプロセス中に使用され、機能開発者によって構成されます。これらのファイルは、WebLogic ServerにデプロイされたODIエージェントからアクセスでき、さらにOracleホーム・ディレクトリの外部にある場所にコピーする必要があります。これを行わなかった場合、これらのファイルは、Oracle BI Applications環境がアップグレードされるか、Oracle BI Applications環境にパッチが適用されたときに上書きされます。

ソース・ファイルをコピーするには:

	
BI_Oracle_Home/biapps/etlディレクトリに移動します。


	
BI_Oracle_Home/biapps/etlディレクトリの下にあるすべてのファイルを、WebLogic ServerにデプロイされたODIエージェントからアクセスでき、さらにOracleホーム・ディレクトリの外部にある場所にコピーします。

次の点に注意してください。

	
ディレクトリ・パスが長い場所には、ファイルをコピーしないようにします。


	
ODIホーム・ディレクトリには、ファイルを配置しないようにします。


	
デプロイメントによっては、BI_Oracle_Home/biapps/etlディレクトリ内の一部のファイルは使用しない可能性があります。











3.3.12 次のステップ

インストールおよび設定プロセスにおける次のステップは、第4章「インストール後のシステム設定タスクの実行」に記載されているシステム設定タスクの実行です。これらのタスクにより、Oracle BI Applicationsコンポーネントの統合を完了し、機能構成とデータ・ロードを実行できるようにシステムを準備する必要があります。










4 インストール後のシステム設定タスクの実行


この章では、インストール後のシステム設定タスクを実行する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「Oracle Data IntegratorにおけるBusiness Analytics Warehouse接続の設定」


	
第4.2項「オンプレミスFusion Applicationsソースに関する設定手順の実行」


	
第4.3項「ソース・システムの登録とOracle Data Integratorへの接続の詳細の伝播」


	
第4.4項「デプロイするオファリングの有効化」


	
第4.5項「Business Analytics Warehouseへのデータ・ロードに使用する言語の設定」


	
第4.6項「ドメイン・ロード計画の実行」


	
第4.7項「外部適合ドメインのマッピング」


	
第4.8項「ユーザーへの構成マネージャ、FSMおよびOracle Data Integratorへのアクセス権の付与」


	
第4.9項「優先通貨の表示名の編集と文書通貨の有効化」


	
第4.10項「初期化ブロックの有効化」


	
第4.11項「RPDの切捨て」


	
第4.12項「次のステップ」






4.1 Oracle Data IntegratorにおけるBusiness Analytics Warehouse接続の設定

Oracle Data Integratorリポジトリにおける、BIAPPS_DW_FILE物理サーバーに関連付けられた物理スキーマの接続プロパティを設定するには、ODI Studioを使用します。

Oracle Data IntegratorにおけるBusiness Analytics Warehouse物理スキーマの接続を設定するには:

	
BI Applications管理者の資格証明を使用して、ODI Studioにログインします。


	
ナビゲーション・ペインで、「トポロジ」に移動し、「テクノロジ」、「ファイル」の順に展開します。


	
「BIAPPS_DW_FILE」をダブルクリックします。


	
「定義」ペインで、「ディレクトリ(スキーマ)」と「ディレクトリ(作業スキーマ)」のプロパティに対して、第3.3.11項「ソース・ファイルのコピー」でソース・ファイルのコピー先として使用したディレクトリを指定し、サブフォルダdata_files/src_files/BIA_11を含めます。

例:

<source file home>/biapps/etl/data_files/src_files/BIA_11








4.2 オンプレミスFusion Applicationsソースに関する設定手順の実行

次の手順は、オンプレミスOracle Fusion Applicationsソースに適用されます。

	
第4.2.1項「ETL用ユーザーの作成」


	
第4.2.2項「ETL用Oracle BIリポジトリの構成」






4.2.1 ETL用ユーザーの作成

この手順は、オンプレミスFusion Applicationsソースのみに適用されます。

ETLプロセスは、Oracle Business Analytics Warehouseへのデータの抽出元となるFusion Applicationsの表に対する適切なデータ・セキュリティ権限が付与されたユーザーによって実行される必要があります。この目的で、FUSION_APPS_OBIA_BIEE_APPIDという名前のエンタープライズ・ロールが、Fusion Applicationsのインストール中に、適切なETLセキュリティ権限を使用してプロビジョニングされます。

Fusion Applicationsのセキュリティ管理者と協力して、次の手順を実行します。

ETL用ユーザーを作成するには:

	
Fusion Applications LDAPシステムで、新しいユーザーを作成します。

たとえば、OBIA_ETL_USERという名前の新しいユーザーを作成します。


	
このユーザーを、エンタープライズ・ロールFUSION_APPS_OBIA_BIEE_APPIDのメンバーにします。


	
ユーザーの資格証明をメモします。








4.2.2 ETL用Oracle BIリポジトリの構成

この手順は、オンプレミスFusion Applicationsソースのみに適用されます。

オンプレミスFusion Applicationsソースに対するETL用のRPDを構成するには:

	
Oracle BI管理ツールにログインします。


	
Oracle BI Applications用Oracle BIリポジトリをオフライン・モードで開きます。


	
「物理」レイヤーで、各Fusion Applicationsピラー・ドメインに対して、BIEEブローカへの接続を構成します。「物理」レイヤーの次の各オブジェクトに対して、接続を設定します。


	ピラー	「物理」レイヤーのオブジェクト
	
CRM

	
oracle.apps.crm.model.analytics.applicationModule.CrmAnalyticsAM_CrmAnalyticsAMLocal


	
FSCM

	
oracle.apps.fscm.model.analytics.applicationModule.FscmTopModelAM_FscmTopModelAMLocal


	
HCM

	
oracle.apps.hcm.model.analytics.applicationModule.HcmTopModelAnalyticsGlobalAM_HcmTopModelGlobalAMLocal








	
いずれかのピラー・オブジェクトを右クリックし、「プロパティ」を選択します。


	
「データベース」ダイアログの「一般」タブで、「デフォルトで直接データベース・リクエストを許可」を選択します。


	
ピラー・オブジェクトを展開し、「接続プール」をダブルクリックします。

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]

「接続プール」ダイアログが表示されます。


	
「一般」タブで、データ・ソース・ユーザー名としてFUSION_APPS_BI_APPIDと入力し、このユーザーのパスワードを入力します。

FUSION_APPS_BI_APPIDユーザーのパスワードは、Fusion Applications管理者から入手できます。

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]

	
「その他」タブで、「アプリケーション・サーバーURL」フィールドに、該当するピラーのBIEEブローカが配置されたURLを、次の形式で入力します。


Http://<host>.<domain>:<port>/<pillar>Analytics/obieebroker


例:


Http://machineName.myDomain.com:30615/crmAnalytics/obieebroker


	
「SQL Bypass Database」フィールドに、<PILLAR>_OLTPと入力します。

例: CRM_OLTP

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]

	
3つの各ピラーに対して、手順3aから3eを実行します。





	
次のDSN変数に値を設定します。これらの変数によって、Fusion Applicationsトランザクション・データベースへの接続が指定されます。

	
CRM_OLTP_DSN


	
FSCM_OLTP_DSN


	
FBI_OLTP_DSN


	
HCM_OLTP_DSN


	
OLTP_DSN (Marketing OLTPデータ・ソースによって使用されます)




	
メニュー・バーで、「管理」、「変数」を選択します。


	
「変数マネージャ」ダイアログで、<PILLAR>_OLTP_DSN変数が見つかるまで下にスクロールします。


	
<PILLAR>_OLTP_DSN変数をダブルクリックします。

「静的リポジトリ変数」ダイアログが表示されます。


	
「デフォルトのイニシャライザ」テキスト・ボックスに、Fusion Applicationsトランザクション・データベースへの接続に関する情報をtnsnames.oraの形式で入力します。

例:


'(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)
 (HOST=db_host_machine.domain.com)
 (PORT=<port>))(CONNECT_DATA =
 (SERVICE_NAME=<service_name>)))'


	
各DSNに対して、手順4aから4eを実行します。





	
次のユーザー変数に値を設定します。これらの変数によって、Fusion Applicationsトランザクション・データベースのユーザーが指定されます。

	
CRM_OLTP_USER


	
FSCM_OLTP_USER


	
FBI_OLTP_USER


	
HCM_OLTP_USER


	
OLTP_USER (Marketing OLTPデータ・ソースによって使用されます)




	
Oracle Transactional Business Intelligence用のRPDから、前述のユーザーのユーザー名を取得します。


	
Fusion Applications管理者からユーザーのパスワードを入手します。このパスワードは、後の手順で必要になります。


	
メニュー・バーで、「管理」、「変数」を選択します。


	
「変数マネージャ」ダイアログで、「アクション」、「新規」、「リポジトリ」、「変数」を選択します。


	
「変数マネージャ」ダイアログで、<PILLAR>_OLTP_USERおよびOLTP_USER変数が見つかるまで下にスクロールします。


	
変数をダブルクリックします。

「静的リポジトリ変数」ダイアログが表示されます。


	
「デフォルトのイニシャライザ」テキスト・ボックスに、ユーザー名を入力します。


	
各ユーザーに対して、手順4aから4eを実行します。





	
「物理」レイヤーにリストされた次の各OLTPオブジェクトに対して、接続プールを構成します。

	
CRM_OLTP


	
FSCM_OLTP


	
FBI_OLTP


	
HCM_OLTP


	
Marketing OLTP




	
オブジェクトを展開します。


	
「接続プール」をダブルクリックします。

Marketing OLTPに対しては、「Fusion OLTP接続プール」をダブルクリックします。

「接続プール」ダイアログが表示されます。


	
「データ・ソース名」フィールドに、VALUEOF(<PILLAR>_OLTP_DSN)と入力します。

例: VALUEOF(CRM_OLTP_DSN)

Marketing OLTPに対しては、VALUEOF(OLTP_DSN)と入力します。


	
「ユーザー名」フィールドに、VALUEOF(<PILLAR>_OLTP_USER)と入力します。

例: VALUEOF(CRM_OLTP_USER)

Marketing OLTPに対しては、VALUEOF(OLTP_USER)と入力します。

注意: CRM_OLTP、FSCM_OLTP、FBI_OLTPおよびHCM_OLTPのユーザー名は同じです。Marketing OLTPのユーザーはOLTP_USERの値であり、他のピラーのユーザーとは異なります。


	
「パスワード」フィールドに、ユーザーのパスワードを入力します。このパスワードは、Fusion Applications管理者から入手します。

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]

	
各OLTPオブジェクトに対して、手順6aから6eを実行します。













4.3 ソース・システムの登録とOracle Data Integratorへの接続の詳細の伝播

この手順に従って、ソース・システムを登録し、Oracle Data Integratorへの接続の詳細を伝播します。

ソース・システムを登録するには:

	
URL http://<host>:<port>/biacmを使用してOracle BI Applications構成マネージャを起動し、BI Applications管理者ユーザーとしてログインします。注意: このユーザーは、第3.3.7項「Oracle BI Applicationsの構成」の手順で作成しました。


	
ナビゲーション・ペインで、「システム設定」の下に表示された「Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義」リンクを選択します。

「ソース・システム」タブが表示されます。


	
「追加」アイコンをクリックします。

「ソースの登録」ダイアログが表示されます。


	
構成マネージャでソースを登録するには、次のプロパティを指定します。


	プロパティ	説明
	
製品ライン

	
ソース・インスタンスの製品ラインを選択します。

Oracle Fusionソースに対しては、「Oracle Fusion」を選択します。


	
製品ライン・バージョン

	
ソース・インスタンスの製品ラインのバージョン番号を選択します。


	
ソース・インスタンス名

	
ソース・インスタンスの名前を指定します。

これは、BI Applicationsデータ・ロード用のデータのソースとして機能するトランザクション・システムに対して、BI Applicationsシステム管理者によって付けられた名前です。機能設定タスクおよびパラメータやドメイン・マップなどのオブジェクトの値の設定はソース・インスタンスに関連して実行されるため、ソース・インスタンスは重要です。


	
説明

	
(オプション)ソース・インスタンスに関する追加情報を入力します。


	
データ・ソース番号

	
ソース・インスタンスを識別する一意の番号を入力します。

「データ・ソース番号」の値によってデータ・ソースが指定され、そのデータをOracle Business Analytics Warehouse内で識別できるようになります。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号が必要です。


	
データ・サーバー

	
PeopleSoftソース以外のすべてのソースに対して、データ・サーバーの読取り専用リストが表示されます。

PeopleSoft Enterpriseソースに対しては、「データ・サーバー詳細」ウィンドウで、ソース・インスタンスに適したデータ・サーバーを選択します。








「次へ」をクリックします。「Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録」ページがアクティブになります。


	
Oracle Data Integratorでソースを登録するには、次の手順を実行します。

	
「コンテキスト」ドロップダウン・リストから「グローバル」を選択します。

Oracle BI Applicationsのインタフェースは値「グローバル」を使用するように設計されているため、この値を指定する必要があります。


	
「テクノロジ: Oracle」タブで、次のプロパティを指定します。


	プロパティ	説明
	
ODIデータ・サーバー名

	
トランザクションOLTPデータベース(ソース・データベース)を示すODIデータ・サーバーの名前を指定します。ODIデータ・サーバー名は、ODIリポジトリ内のすべてのODIデータ・サーバー間で一意である必要があります。


	
JDBCドライバ

	
トランザクションOLTPデータベース(ソース・データベース)接続のJDBCドライバの名前。

Oracle Fusionソースに対しては、このプロパティはOracle BIサーバーのJDBCドライバの名前を示します。たとえば、oracle.bi.jdbc.AnaJdbcDriverのようになります。

注意: Fusion Applicationsトランザクション・システムのデータは、Oracle BIサーバーから取得されます。

デフォルト値を使用することをお薦めします。


	
JDBC URL

	
トランザクションOLTPデータベース(ソース・データベース)接続のJDBC URLを指定します。このURLの形式は、次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>

Oracle Fusionソースに対しては、Oracle BIサーバーのJDBC URLを指定します。形式は、jdbc:oraclebi://<sid>:<port>です。


	
データベース・ユーザー名

	
トランザクションOLTPデータベース(ソース・データベース)のデータベース・ユーザー名を指定します。

Oracle Fusionソースに対しては、ETLユーザーのユーザー名を指定します。これは、第4.2.1項「ETLユーザーの作成」で作成したユーザーです。


	
データベース・パスワード

	
トランザクションOLTPデータベース(ソース・データベース)のパスワードを指定します。

Oracle Fusionソースに対しては、ETLユーザーのパスワードを指定します。


	
テスト

	
このボタンを使用して、トランザクションOLTPデータベース(ソース・データベース)への接続をテストします。








	
「テクノロジ: ファイル・システム」タブで、次のプロパティを指定します。


	プロパティ	説明
	
ODIデータ・サーバー名

	
ファイル・システム・データ・サーバーの名前を指定します。ODIデータ・サーバー名は、ODIリポジトリ内のすべてのODIデータ・サーバー間で一意である必要があります。


	
ホスト名

	
ファイル・システム(ETLに使用されるソース・ファイル)が配置されているホスト・マシンの名前を指定します。これは、第3.3.11項「ソース・ファイルのコピー」の手順で、ソース・ファイルのコピー先として使用したマシンです。


	
ファイルへのパス

	
第3.3.11項「ソース・ファイルのコピー」でソース・ファイルをコピーしたディレクトリを指定します。

ディレクトリ・パスには、環境のソース固有の適切なフォルダが含まれている必要があります。ソース固有のフォルダは、/biapps/etl/data_files/src_filesにあります。

たとえば、ソース・システムがOracle EBS 12.1.1の場合、ディレクトリ・パスは次のようになります。

<source file home>/biapps/etl/data_ files/src_files/EBS_12_1_1


	
配列フェッチ・サイズ

	
データ・サーバーとの通信を行うたびに、ODIによってリクエストされる行の数。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
バッチ更新サイズ

	
1つのINSERTコマンドに含まれる行の数。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
JDBCドライバ

	
デフォルト値を使用することをお薦めします。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
JDBC URL

	
デフォルト値を使用することをお薦めします。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。








	
「保存してクローズ」をクリックします。

この情報は、接続が作成されるODIに渡されます。










	
注意:

接続の詳細は、「構成マネージャでのソース登録」ページと「Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録」ページの両方に情報を入力して保存するまで、ODIリポジトリに伝播されません。













4.4 デプロイするオファリングの有効化

デプロイする購入済のOracle BI Applicationsオファリングを有効にするには、Oracle BI Applications構成マネージャを使用します。オファリングに関連する設定データは、そのオファリングを有効にすると、構成マネージャ内に表示されます。

デフォルトでは、複数のソース・インスタンスを保持している状態でオファリングを有効にすると、そのオファリングがすべてのソース・インスタンスに対して有効になります。オファリングがすべてのソース・インスタンスをソースとして参照しない場合は、そのオファリングがソースとして参照しないソース・インスタンスを無効にできます。たとえば、Oracle EBSおよびPeopleSoftという2つのソース・インスタンスを保持している状態で、Financial Analyticsをデプロイするとします。Financial AnalyticsがPeopleSoftのみをソースとして参照する場合は、Financial AnalyticsオファリングのOracle EBSソース・インスタンスを無効にします。

デプロイするOracle BI Applicationsオファリングを有効にするには:

	
BI Applications管理者ユーザーとして、Oracle BI Applications構成マネージャにログインします。


	
「Business Intelligence Applicationsの管理」リンクを選択して、「Business Intelligence Applicationsの管理」ダイアログを表示します。


	
「Business Intelligence Applicationsオファリング」タブを選択します。


	
デプロイする各オファリングの横にある、「使用可能」チェック・ボックスを選択します。

オファリングを有効にすると、そのオファリングに関連付けられた設定データを構成マネージャ内で使用できるようになります。


	
「保存」をクリックして、変更を保存します。


	
このダイアログを終了するために、「完了」をクリックします。




オファリングがソースとして参照しないソース・インスタンスを無効にするには:

	
「Business Intelligence Applicationオファリングおよび関連ソース」タブに移動します。


	
該当するオファリングを展開します。


	
無効にするソースの「使用可能」チェック・ボックスを選択解除します。


	
「保存」をクリックします。








4.5 Business Analytics Warehouseへのデータ・ロードに使用する言語の設定

Oracle BI Applicationsでは、複数言語でのデータ・ロードがサポートされています。データ・ロードの言語は、Oracle BI Applications構成マネージャで指定します。

Oracle Business Analytics Warehouseの言語を指定するには:

	
Business Intelligence Applications管理者職務ロールを持つユーザーとして、Oracle BI Applications構成マネージャにログインします。


	
「ウェアハウス言語の管理」リンクを選択して、「ウェアハウス言語の管理」ページを表示します。


	
「ビジネス分析ウェアハウス言語の管理」タブの表内に表示された言語のリストで、「インストール済」ドロップダウンから「はい」を選択することによって、データの抽出元となる言語を指定します。

デフォルトのインストール済言語は、「英語(アメリカ)」です。他のすべての言語は無効になっています。




	
注意:

言語をインストール済として指定すると、選択した言語のリストが、内部でデータ・ロード・パラメータLANGUAGE_LISTに移入されます。このパラメータ・リストがデータの抽出中に使用され、選択した言語でデータが抽出されます。










	
「保存」をクリックして、変更を保存します。








4.6 ドメイン・ロード計画の実行

ソース固有のデータをOracle BI Applications構成マネージャの表内にロードするには、ドメイン・ロード計画を定義、生成および実行する必要があります。これにより、構成マネージャ内で、適切なソース固有の値を、設定オブジェクトのドロップダウン・リストの選択肢として表示できるようになります。

注意: この手順を実行する前に、第4.3項「ソース・システムの登録とOracle Data Integratorへの接続の詳細の伝播」の手順を完了する必要があります(手順5で説明されている、「Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録」ページでのソースの登録を含む)。

ドメイン・ロード計画を定義、生成および実行するには:

	
次のように、ドメイン・ロード計画を定義します。

	
Oracle BI Applications構成マネージャの「タスク」ペインで、「ロード計画管理」という見出しの下に表示される「ロード計画の管理」を選択します。

「ロード計画の管理」ページが表示されます。


	
「ロード計画」ツールバーで、「追加」アイコンをクリックします。

「ロード計画の作成」ページが表示されます。


	
「ロード計画の作成」の最初のページで、次の情報を指定します。


	フィールド	説明
	
名前

	
ロード計画の一意の名前を入力します。


	
摘要

	
(オプション)ロード計画に関する追加情報を入力します。


	
ロード計画タイプ

	
「ドメインのみの抽出とロード(SDEおよびSIL)」を選択します。


	
ソース・インスタンス

	
ソース・インスタンスを選択します。インスタンスを選択しなかった場合、デフォルトですべてのインスタンスが選択されます。








	
「次へ」をクリックします。

「ロード計画の作成」の2ページ目が表示されます。


	
「使用可能なファクト・グループ」タブで、ドメイン・ロード計画の定義に含めるファクト・グループを選択します。

ファクト・グループは、ファクト・グループの階層に属している場合があります。選択できるのは最上位の親ファクト・グループのみであり、子ファクト・グループは選択できません。

ロード計画には、少なくとも1つのファクト・グループを含める必要があります。1つ以上のデータ・ソースから、複数のファクト・グループを選択できます。


	
「保存」をクリックします。次のオプションを含むサブメニューが表示されます。

「保存」をクリックして、ロード計画を保存します。ロード計画を保存すると、そのロード計画が「ロード計画」マスター・リストに表示されます。

「ロード計画の保存および生成」をクリックして、ロード計画を保存し、すぐに生成します。

Oracle BI Applications構成マネージャの生成プロセスでは、ロード計画が作成されるODIリポジトリに、そのロード計画のプロパティが伝播されます。





	
前の手順における保存時にロード計画を生成しなかった場合、次の手順を実行してロード計画を生成します。

	
「ロード計画」マスター・リストで、手順1で定義したドメイン・ロード計画を選択します。


	
「ロード計画」ツールバーで、「生成」アイコンをクリックします。

「生成ステータス」列に、生成プロセスの進行状況が表示されます。次の手順に進むには、このプロセスを正常に完了する必要があります。画面をリフレッシュするには、「リフレッシュ」アイコンをクリックします。





	
マスター・リスト内のドメイン・ロード計画を選択し、ツールバーの「実行」アイコンをクリックすることによって、そのドメイン・ロード計画を実行します。








4.7 外部適合ドメインのマッピング

第4.6項「ドメイン・ロード計画の実行」の説明に従ってドメイン・ロード計画を実行したら、特定のソース(ソースが1つのみの場合を含む)を参照するために、Oracle BI Applications構成マネージャの「外部適合ドメインの管理」ダイアログを使用して、外部適合ドメインのマッピングを完了する必要があります。「外部適合ドメインの管理」ダイアログにリストされた各ドメインに対して、マッピングの構成を行う必要があります。

外部適合ドメインをマップする手順については、『Oracle Business Intelligence Applications構成ガイド』の外部適合ドメインの構成方法に関する項を参照してください。





4.8 ユーザーへの構成マネージャ、FSMおよびOracle Data Integratorへのアクセス権の付与

注意: Oracle BI Applicationsシステムは、インストール時に、WebLogic Serverの組込みLDAPを認証に使用するよう構成されます。

セキュリティ管理者と協力して、Oracle BI Applications構成マネージャ、機能設定マネージャおよびOracle Data Integratorへのアクセス権をユーザーに付与します。

構成マネージャと機能設定マネージャへのアクセスは、次の職務ロールによって制御されます。

	
BI Applications管理者職務


	
BI Applications機能開発者職務


	
BI Applications実装マネージャ職務


	
ロード計画オペレータ職務


	
ロード計画管理者職務




セキュリティ管理者は、ユーザーの職責に基づいて、そのユーザーに適した職務ロールを付与する必要があります。各職務ロールがアクセスできる構成マネージャと機能設定マネージャの画面については、『Oracle Business Intelligence Applicationsセキュリティ・ガイド』のOracle BI Applications構成マネージャおよび機能設定マネージャのセキュリティの概要に関する項を参照してください。

BI Applications管理者、ロード計画オペレータおよびロード計画管理者ユーザーには、Oracle Data Integratorへの適切なアクセス権が必要です。これらのユーザーを、LDAPシステム内に加えてODIリポジトリ内にも作成し、「スーパーバイザ」プロファイルや適切なODIプロファイルを、それらのユーザーに付与する必要があります。BI Applications管理者には、Oracle Data Integratorの「スーパーバイザ」ロールが付与されている必要があります。セキュリティ管理者と協力して、これらの職務ロールを付与します。

Oracle Data Integratorにおけるセキュリティ管理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integrator開発者ガイド』を参照してください。





4.9 優先通貨の表示名の編集と文書通貨の有効化

Oracle Business Intelligenceとともに、事前に構成された優先通貨名および優先通貨コードを持つ、一連の優先通貨がインストールされます。優先通貨名は、Oracle Business Intelligenceダッシュボードにおいて、Oracle Business Intelligenceにログインしたユーザーの「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブにある「通貨」ドロップダウンで使用されます。

「優先通貨の管理」ダイアログを使用すると、通貨のデフォルトの表示名を編集できます。BIダッシュボードに関連付けられたすべてのモジュールに表示される通貨ラベルを変更するには、優先通貨名の値を編集します。たとえば、「現地通貨」ラベルを「元帳通貨」から「現地通貨」に変更する場合があります。

通貨の表示名を編集するには:

	
BI Applications管理者ユーザーとして、Oracle BI Applications構成マネージャにログインします。


	
「システム設定」の下にある「優先通貨の管理」を選択して、「優先通貨の管理」ダイアログを表示します。


	
「優先通貨」リストで、通貨を選択します。通貨を選択すると、それに関連付けられたモジュールが下部の表に表示されます。


	
「優先通貨名」列の値をクリック(または「編集」アイコンをクリック)して、「優先通貨名」ダイアログを表示します。


	
「優先通貨名」フィールドに、通貨名を指定します。この名前は、Oracle Business Intelligenceの「アカウント(個人)」ダイアログの「プリファレンス」タブにある「通貨」ドロップダウン・リストの選択肢として、エンド・ユーザーに表示されます。


	
「保存してクローズ」をクリックします。





文書通貨の有効化

デフォルトでは、文書通貨は「通貨」ドロップダウン・リスト(Oracle Business Intelligenceの「アカウント(個人)」ダイアログの「プリファレンス」タブにあります)から除外されています。文書通貨を「通貨」ドロップダウン・リストに含めるには、BIメタデータ・リポジトリ(RPD)内の、次に示すすべてのセキュリティ・グループから特定のフィルタを削除する必要があります。

	
OBIA_PROJECT_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_HCM_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_SCM_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_FINANCIAL_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_MFG_CURRENCY_PRFERENCES


	
OBIA_PROCUREMENT_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_MARKETING_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_PARTNER_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_CRM_CURRENCY_PREFERENCES


	
OBIA_SALES_CURRENCY_PREFERENCES




注意: 前述のセキュリティ・グループは、Oracle BI管理ツールの「Identity Manager」ダイアログの「アプリケーション・ロール」タブに表示されます。

文書通貨を有効にするには:

	
Oracle BI管理ツールで、「管理」、「アイデンティティ」をクリックして、「Identity Manager」ダイアログを表示します。


	
「Identity Manager」ダイアログで、「BIリポジトリ」をクリックします。


	
「アプリケーション・ロール」タブを表示します。


	
前述のRPDリストに含まれる各セキュリティ・グループに対して、次の手順を実行します。

	
セキュリティ・グループをダブルクリックして、「アプリケーション・ロール - <Name>」ダイアログを表示します。


	
「権限」をクリックした後、「データ・フィルタ」タブを表示します。


	
「データ・フィルタ」列で、次のフィルタを削除します。

AND "Core"."Fact - Preference List"."Currency Preference Code" <> 'Document Currency'

編集前のフィルタの例を次に示します。

"Core"."Fact - Preference List"."Module Code" = 'PROJECT_AN' AND "Core"."Fact - Preference List"."Currency Preference Flag" in ('W', 'B') AND "Core"."Fact - Preference List"."Currency Preference Code" <> 'Document Currency'

編集後のフィルタの例を次に示します。

"Core"."Fact - Preference List"."Module Code" = 'PROJECT_AN' AND "Core"."Fact - Preference List"."Currency Preference Flag" in ('W', 'B')





	
変更を保存します。

オフライン・モードでメタデータ・リポジトリを編集した場合、Oracle Fusion Middleware Controlを使用して、RPDファイルをアップロードする必要があります。

ヒント: Oracle Fusion Middleware Controlで、「Business Intelligence」→「coreapplication」→「デプロイ」→「リポジトリ」タブの「BIサーバー・リポジトリのアップロード」領域を使用します。RPDファイルをアップロードする手順の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の第10.2項「Fusion Middleware Controlを使用したリポジトリのアップロードとOracle BIプレゼンテーション・カタログの場所の設定」を参照してください。








4.10 初期化ブロックの有効化

Oracle Fusion Applications以外のすべてのソース・システムに対して、初期化ブロックを有効にする必要があります。Oracle Fusion Applicationsでは、初期化ブロックがデフォルトで有効になっています。

注意: この手順では、スラッシュを使用してディレクトリを区切り、UNIXおよびLinuxのディレクトリ構造を示します。Windowsの場合、かわりにバック・スラッシュを使用します。ディレクトリ構造はUNIXおよびLinuxと同じです。

初期化ブロックを有効にするには:

	
サンプルのconfig.txtファイルを

<BI_ORACLE_HOME>/biapps/biarpdutil/binから

<BI_ORACLE_HOME>/biapps/biarpdutil/libにコピーします。


	
BI Applications用のOracle BIリポジトリ・ファイルを<BI_ORACLE_HOME>/biapps/admin\provisioning/OracleBIServerComponentから<BI_ORACLE_HOME>/biapps/biarpdutil/libにコピーします。


	
<BI_ORACLE_HOME>/bifoundation/server/binをPATHシステム変数に追加します。


	
bi-initコマンドを実行して、Oracleインスタンスに初期化されたコマンド・プロンプトを表示します。bi-initファイルは、ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIApplication/coreapplication/setupにあります。

	
Windowsの場合、bi-init.cmdを実行します。


	
UNIXおよびLinuxの場合、次の手順を実行します。

	
ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIApplication/coreapplication/setupに移動します。


	
bashモードに切り替えます。


	
bi-init.shを実行します。








	
BI_ORACLE_HOME>/biapps/biarpdutil/libにコピーしたconfig.txtファイルを、次のように編集します。


RPD File Name <RPD file name>
RPD Password <RPD pasword>
RPD Database List <Comma separated list of database names in RPD physical layer for which the initialization block has to be enabled>


注意: RPDデータベース・リスト内の値には、有効にする必要がある、ソース・システムに関連付けられたすべての初期化ブロックが含まれている必要があります。Oracle BI EEサーバーからリフレッシュする必要がある初期化ブロックを有効にする場合、RPDデータベース・リスト内の値として、Oracle BIサーバーが含まれている必要があります。


	
次のコマンドを使用して、<BI_ORACLE_HOME>/biapps/biarpdutil/libにあるManageInitBlock.jarユーティリティを実行します。


java -classpath ManageInitBlock.jar oracle.apps.biarpdutil.ManageInitBlock >log.txt


出力のRPDが生成されます。このファイルの名前はOutput_RPD.rpdです。Output_RPD.rpd内では、関連するすべての初期化ブロックが有効になります。


	
Output_RPD.rpdをOracle BI EEにデプロイします。

Oracle BIリポジトリをデプロイする手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のリポジトリの構成に関する項を参照してください。








4.11 RPDの切捨て

Oracle BI Applicationsリリース11.1.1.8.1では、すべてのBI Applicationsモジュール用のプロジェクトを含む、完全なRPDファイルが提供されます。この完全なRPDは、BIサーバーにデプロイされます。RPDを切り捨てることによって、デプロイメントに関連するプロジェクトのみを、そのRPDに含めることができます。RPDの切捨てはオプションですが、これを実行すると、BIサーバーの起動プロセスが高速化され、パッチ適用も迅速になります。

注意: オンプレミスFusion Applicationsソースに対しては、RPDを切り捨てないでください。このような環境内のETLには、完全なRPDが必要です。

RPDを切り捨てる手順は、デプロイメントのステータスによって異なります。

	
RPDがデプロイメント用にカスタマイズされていない場合: 組織で購入した製品用のプロジェクトを抽出します。マージを実行する必要はありません。手順については、第4.11.1項「完全なRPDからのプロジェクトの抽出」を参照してください。


	
RPDがデプロイメント用にカスタマイズされている場合: リリース11.1.1.8.1用の完全な(提供された) RPDから該当するプロジェクトを抽出し、さらにそのRPDを、カスタマイズされたリリース11.1.1.8.1 RPDとマージします。手順については、第4.11.1項「完全なRPDからのプロジェクトの抽出」および第4.11.2項「リポジトリのマージ」を参照してください。






4.11.1 完全なRPDからのプロジェクトの抽出

この手順に従って、完全なRPDからプロジェクトを抽出します。このプロセスの最終的な結果として、RPDが切り捨てられます。

購入した製品用のプロジェクトをRPDから抽出するには:

	
BI管理ツールがインストールされているコンピュータで、コマンド・ウィンドウを開きます。


	
Oracle BI EEをWindowsにインストールした場合、bi-init.cmdを実行して、Oracleインスタンスに初期化されたコマンド・プロンプトを起動します。このユーティリティは、次の場所にあります。


<MiddlewareHome>\instances\instance<n>\bifoundation\OracleBIApplication\coreapplication\setup
 


BIクライアントのインストーラを使用してBI管理ツールをインストールした場合、bi_init.batを実行して、Oracleインスタンスに初期化されたコマンド・プロンプトを起動します。このファイルは、次の場所にあります。


<Oracle BI Home>\oraclebi\orahome\bifoundation\server\bin


	
コマンド・プロンプト・ウィンドウで、次のようにExtractProjectsを実行します。

	
Oracle BI EEをWindowsにインストールした場合、ExtractProjects.exeは<Oracle Home for BI>\bifoundation\server\binにあります。


	
BIクライアントのインストーラを使用してBI管理ツールをインストールした場合、ExtractProjects.exeは<Oracle BI Home>\oraclebi\orahome\bifoundation\server\binにあります。




次のいずれかのコマンドを実行します。

1つのプロジェクトを抽出する場合:


ExtractProjects -B input_rpd -O output_rpd -I "project_name"
 


複数のプロジェクトを抽出する場合:


ExtractProjects -B input_rpd -O output_rpd -I "project_name1" -I "project_name2"-I "project_name3" (and so on)
 


各要素の説明は次のとおりです。

input_rpdは、プロジェクトの抽出元となる、完全な(提供された) リリース11.1.1.8.1 RPDの名前およびパスです(OracleBIApps.rpdなど)。

output_rpdは、抽出したプロジェクトを使用して作成するRPDの名前およびパスです(OracleBIAppsTrimmed.rpdなど)。

project_nameは、抽出するRPDプロジェクトの名前です。

RPD (input_rpd)の暗号化パスワードを入力するよう求められます。

11.1.1.8.1 RPDのプロジェクトのリストには、次のものが含まれています。

	
Financial Analytics Fusion Edition


	
Human Resources Analytics Fusion Edition


	
Marketing Analytics Fusion Edition


	
Partner Analytics Fusion Edition


	
Project Analytics Fusion Edition


	
Sales Analytics Fusion Edition


	
Supply Chain and Order Management Analytics Fusion Edition


	
Student Information Analytics


	
Service Analytics


	
Price Analytics


	
Manufacturing Analytics


	
DataLineage_Project




注意: RPDには、上記以外の他のプロジェクトも含まれています。これらのプロジェクトは、将来のコンテンツの提供やアップグレードのサポートに備えて用意されています。このリリースで使用可能なBI Applicationsを確認するには、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.htmlで、Oracle BI Applicationsリリース11.1.1.8.1のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関する説明を参照してください。


	
切り捨てられたRPDを保存し、その名前を変更します。この名前によって、切り捨てられたRPDであることを識別できるようにします(OracleBIAppsTrimmed.rpdなど)。








4.11.2 リポジトリのマージ

この手順は、RPDをカスタマイズした後、そのRPDを切り捨てる場合のみ実行します。

リポジトリをマージするには:

	
Oracle BI管理ツールで、第4.11.1項「完全なRPDからのプロジェクトの抽出」の手順で作成した切捨て済のOracle BI RPD (OracleBIAppsTrimmed.rpdなど)をオフライン・モードで開きます。


	
メニュー・バーで、「ファイル」をクリックした後、「マージ」をクリックします。


	
「元のリポジトリの選択」ダイアログ・ボックスで、完全なRPDであるリポジトリOracleBIApps.rpdを選択します。


	
元のリポジトリのパスワードを入力した後、「OK」をクリックします。


	
「修正済リポジトリ」フィールドの「選択」をクリックします。「変更済リポジトリの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。

「変更済リポジトリの選択」ダイアログが表示されます。


	
RPDファイルに対して行ったカスタマイズを含むリポジトリを選択します(OracleBIAppsCustom.rpdなど)。


	
「開く」をクリックし、前にカスタマイズしたRPDファイルのパスワードを入力した後、「OK」をクリックします。


	
「デシジョン」ドロップダウン・リストで、リポジトリの変更に関して実行するアクションを選択するか、デフォルトのアクションをそのまま使用します。


	
後続の行から、「デシジョン」フィールドが空になっている行を特定するために、「デシジョン」ヘッダー・セルをクリックします。すべての行の「デシジョン」フィールドに値が含まれると、「マージ」ボタンが有効になります。


	
「マージ」をクリックします。

マージが正常に完了した後、メッセージが表示されます。


	
メニュー・バーで、「ファイル」をクリックした後、「名前を付けて保存」をクリックします。新しい名前を使用して、現在のリポジトリを保存します(OracleBIAppsFinal.rpdなど)。










4.12 次のステップ

前述の設定タスクを完了すると、Oracle BI Applications構成マネージャおよび機能設定マネージャを使用して、Oracle BI Applicationsの機能構成を実行できるようになります。機能構成を実行できるよう、Oracle BI Applications構成マネージャのURLを、実装マネージャと機能開発者に伝える必要があります。Oracle BI Applicationsの機能構成プロセスについては、『Oracle Business Intelligence Applications構成ガイド』を参照してください。

また、Oracle Fusion Applicationsソースに関しては、Oracle BI Applicationsの分析およびダッシュボードをテストし、データを検証した後、Oracle BI Applicationsシステム管理者がFusion Applications管理者に、Fusion Applications内の適切な埋込み分析およびダッシュボード(ADR)領域を有効にするよう伝える必要があります。ADR領域を有効にするには、Fusion Applications用の機能設定マネージャを使用します。








A リポジトリ作成ユーティリティの画面


この付録では、リポジトリ作成ユーティリティの実行時に使用できるオプションについて説明します。

	
ようこそ


	
リポジトリの作成


	
データベース接続の詳細


	
コンポーネントの選択


	
スキーマ・パスワード


	
カスタム変数


	
表領域のマップ


	
サマリー


	
完了サマリー






A.1 ようこそ

RCUを起動したときに最初に表示される画面です。左側のナビゲーション・ペインには、RCUによって実行できるタスクが要約されています。ナビゲーション・ペインの各項目は、スキーマの作成または削除のために必要な情報の入力が求められる特定の画面を表しています。

次回RCUを起動したときに「ようこそ」画面を表示しないようにするには、「次回このページをスキップ」をクリックします。





A.2 リポジトリの作成

この画面は、次の表に示すような実行アクションを選択するために使用します。


表A-1 RCUのアクション

	アクション	説明
	
作成

	
データベースにコンポーネント・スキーマを作成するには、このオプションを選択します。


	
削除

	
データベースからコンポーネント・スキーマを削除するには、このオプションを選択します。











A.3 データベース接続の詳細

この画面は、スキーマを作成または削除するデータベースへの接続の資格証明を指定するために使用します。使用するデータベースに応じて、次のいずれかを選択してください。

	
Oracle DatabaseおよびOracle Database (エディションベース再定義対応)への接続の資格証明の指定


	
Oracle MySQL Databaseへの接続の資格証明の指定


	
Microsoft SQL Serverデータベースへの接続の資格証明の指定


	
IBM DB2データベースへの接続の資格証明の指定




使用するデータベースへの接続の資格証明の入力が完了したら、「次へ」をクリックします。指定したデータベースへの接続を確立するインストーラの進行状況を示す画面が表示されます。接続を確立する途中でエラーが発生した場合、「データベース接続の詳細」画面の「メッセージ」フィールドにエラー・メッセージが表示されます。

様々なスキーマに対する特定のデータベース要件については、Oracle Fusion Middlewareシステム要件と仕様ドキュメントを参照してください。

動作保証されているデータベースのバージョンについては、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページのOracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件とサポートされるプラットフォームに関するドキュメントを参照してください。




	
注意:

Oracle Business Analytics Applications SuiteのRCUを実行する場合、この画面の詳細は、『Oracle Business Intelligence Applicationsインストレーション・ガイド』を参照してください。











A.3.1 Oracle DatabaseおよびOracle Database (エディションベース再定義対応)への接続の資格証明の指定

Oracle DatabaseおよびOracle Database (エディションベース再定義対応)の場合は、次のような接続の資格証明を指定します。


表A-2 Oracle Database接続の資格証明

	フィールド	説明
	
ホスト名

	
データベースを実行するサーバーの名前を入力します。次の形式を使用します。


examplehost.exampledomain.com


Oracle RACデータベースの場合は、VIP名またはいずれかのノード名をこのフィールドに指定します。


	
ポート

	
データベースのポート番号を入力します。Oracleデータベースのデフォルトのポート番号は1521です。


	
サービス名

	
データベースのサービス名を指定します。通常、サービス名はグローバル・データベース名と同じです。

使用するデータベースのサービス名が不明な場合は、データベースの初期化パラメータ・ファイルにあるSERVICE_NAMESパラメータからサービス名を取得できます。初期化パラメータ・ファイルにSERVICE_NAMESパラメータが含まれていない場合、サービス名はグローバル・データベース名と同じです。これは、DB_NAMEおよびDB_DOMAINパラメータで指定されています。

Oracle RACデータベースの場合は、いずれかのノードのサービス名をこのフィールドに指定します。例:


examplehost.exampledomain.com


	
ユーザー名

	
データベースのユーザー名を入力します。デフォルトのユーザー名はSYSです。


	
パスワード

	
データベース・ユーザーのパスワードを入力します。


	
ロール

	
データベース・ユーザーのロールをドロップダウン・リストから選択します。

	
標準


	
SYSDBA




Oracleデータベーにインストールされているすべてのスキーマには、SYSDBAロールが必要です。Oracle Internet Directory (OID)のスキーマを作成する場合は、ユーザーSYSとSYSDBAロールを使用する必要があります。詳細は、システム要件と仕様のドキュメントのOracle Databaseに必要な権限に関する項を参照してください。











A.3.2 Oracle MySQL Databaseへの接続の資格証明の指定

Oracle MySQL Databaseの場合は、次の接続の資格証明を指定します。


表A-3 Oracle MySQL Database接続の資格証明

	フィールド	説明
	
ホスト名

	
データベースを実行するサーバーのホスト名、IPアドレスまたは完全なサーバー名を(ホスト\サーバーという形式で)入力します。

Oracle RACデータベースの場合は、VIP名またはいずれかのノード名をこのフィールドに指定します。


	
ポート

	
データベースのポート番号を入力します。


	
データベース名

	
データベースの名前を指定します。


	
ユーザー名

	
DBAまたはSYSDBA権限を持つユーザーの名前を入力します。


	
パスワード

	
データベース・ユーザーのパスワードを入力します。











A.3.3 Microsoft SQL Serverデータベースへの接続の資格証明の指定

Microsoft SQL Serverデータベースの場合は、次の接続の資格証明を指定します。


表A-4 Microsoft SQL Serverデータベース接続の資格証明

	フィールド	説明
	
Unicodeのサポート

	
ドロップダウン・リストから「はい」または「いいえ」を選択します。

注意: このフィールドで選択したオプションに関係なく、Oracle SOAインフラストラクチャのスキーマは、Unicodeのサポート(NVARCHARで作成されるデータベース表)のみで作成されます。


	
サーバー名

	
データベースを実行するサーバーのホスト名、IPアドレスまたは完全なサーバー名を(ホスト\サーバーという形式で)入力します。


	
ポート

	
データベースのポート番号を入力します。


	
データベース名

	
データベースの名前を指定します。


	
ユーザー名

	
データベースのユーザー名を入力します。ユーザーにはSYSDBAまたはDBA権限が必要です。


	
パスワード

	
データベース・ユーザーのパスワードを入力します。











A.3.4 IBM DB2データベースへの接続の資格証明の指定

IBM DB2データベースの場合は、次の接続の資格証明を指定します。


表A-5 IBM DB2データベースの接続の資格証明

	フィールド	説明
	
サーバー名

	
データベースを実行するサーバーのホスト名、IPアドレスまたは完全なサーバー名を(ホスト\サーバーという形式で)入力します。


	
ポート

	
データベースのポート番号を入力します。


	
データベース名

	
データベースの名前を指定します。


	
ユーザー名

	
DB Owner権限を持つユーザーの名前を入力します。IBM DB2データベースのデフォルトのユーザー名はdb2adminです。


	
パスワード

	
データベース・ユーザーのパスワードを入力します。













A.4 コンポーネントの選択

この画面は、作成または削除対象のコンポーネント・スキーマを選択するために使用します。

この項の内容は次のとおりです。

	
IBM DB2データベースのデータベース・ユーザーの作成


	
接頭辞の作成


	
コンポーネントと依存状態の選択


	
カスタム・スキーマ名の指定


	
スキーマの前提条件チェック




	
注意:

スキーマを作成するときには、インストールするコンポーネントの接頭辞とスキーマ名を覚えておく必要があります。この情報は、Fusion Middleware製品インストールの構成フェーズで必要になります。これらの値をメモしておくことをお薦めします。










	
スキーマの削除







	
注意:

Oracle Business Analytics Applications SuiteのRCUを実行する場合、この画面の詳細は、『Oracle Business Intelligence Applicationsインストレーション・ガイド』を参照してください。











A.4.1 IBM DB2データベースのデータベース・ユーザーの作成

IBM DB2では、同等のオペレーティング・システム・ユーザーを使用して、データベース・ユーザーを認証します。つまり、RCUの実行前に、スキーマごとに1つのオペレーティング・システム・ユーザーを作成する必要があります。オペレーティング・システム・ユーザーの名前はスキーマ所有者の名前と一致する必要があり、小文字しか使用できません。すべて大文字の名前や大文字と小文字の混在する名前は使用できません。たとえば、RCUを使用してDEV_ODIという名前のスキーマを作成する場合、オペレーティング・システム・ユーザーの名前はdev_odi (すべて小文字)にする必要があります。





A.4.2 接頭辞の作成

接頭辞を使用して、データベース内にスキーマの論理グループを作成します。たとえば、データベース内に2つのバージョンのMDSスキーマを作成する場合は、異なる接頭辞を使用してそれぞれを一意に識別できます(例: TEST_MDSとPROD_MDS)。接頭辞名とスキーマ名はアンダースコア(_)で区切ります。




	
注意:

Oracle Internet Directory (ODS)コンポーネントにはカスタムの接頭辞を付加できません。このコンポーネントにはデータベース当たり1つのリポジトリしか存在できないためです。









スキーマに新しい接頭辞を作成する場合は、「接頭辞の新規作成」を選択して、フィールド内に新しい接頭辞名を指定します。接頭辞名は、長さが1文字から12文字(アンダースコアを含まない)の英数字(0から9、aからzまたはAからZ)にする必要があります。接頭辞は数字で始めることはできません。空白や特殊文字は使用できません。




	
注意:

IBM DB2データベースの場合、接頭辞の長さは4文字(アンダースコアを含まない)に制限されます。









デフォルトの新規接頭辞はDEVです。DEVが接頭辞としてすでに存在している場合は、DEV1が使用されます。DEV1が存在する場合はDEV2がデフォルト設定され、以下同じようになります。

データベース内の既存のリポジトリにコンポーネントを追加するには、既存の接頭辞を使用します。既存の接頭辞を使用するには、「既存の接頭辞の選択」を選択し、ドロップダウン・リストから接頭辞を選択します。





A.4.3 コンポーネントと依存状態の選択

コンポーネントを選択すると、その選択したコンポーネントによって必要とされる可能性があるその他のコンポーネントも選択されます。たとえば、「SOAおよびBPMインフラストラクチャ」を選択すると、このカテゴリ内のすべてのスキーマと「Metadata Services」スキーマが選択されます。「Metadata Services」スキーマは、「SOAおよびBPMインフラストラクチャ」のコンポーネントごとに必要です。

名前の横にプラス記号(+)が付いているコンポーネントには、使用可能なサブコンポーネントがあります。プラス記号(+)をクリックしてカテゴリを展開すると、すべてのサブコンポーネントを表示できます。コンポーネントとそのすべてのサブコンポーネントを一緒に選択するには、プラス記号(+)の付いている最上位のボックスをクリックします。





A.4.4 カスタム・スキーマ名の指定

「スキーマ所有者」列で任意のスキーマ名をクリックすることで、そのスキーマ名を変更できます。スキーマ名に使用できるのは英数字(0から9、aからzまたはAからZ)のみで、大文字と小文字が区別されます。




	
注意:

Oracle Internet Directory (ODS)コンポーネントにはカスタムの接頭辞を付加できません。このコンポーネントにはデータベース当たり1つのリポジトリしか存在できないためです。













A.4.5 スキーマの前提条件チェック

接頭辞とスキーマ名を指定し、コンポーネントを選択したら、「次へ」をクリックします。コンポーネントの前提条件チェックの進行状況を示す画面が表示されます。前提条件チェックの途中でエラーが発生した場合、「コンポーネントの選択」画面の「メッセージ」フィールドにエラー・メッセージが表示されます。





A.4.6 スキーマの削除

データベースからスキーマを削除するには:

	
削除するスキーマに関連付けられた接頭辞を選択します。


	
スキーマを削除するコンポーネントを選択します。










A.5 スキーマ・パスワード

この画面は、スキーマのパスワードを指定するために使用します。

スキーマ・パスワードを指定するには3つの方法があります。次の表はそれぞれの方法を説明しています。


表A-6 スキーマ・パスワードを指定するためのオプション

	オプション	説明
	
すべてのスキーマに同じパスワードを使用

	
すべてのスキーマとその補助スキーマに対して1つのパスワードを使用する場合は、このオプションを選択します。「パスワード」フィールドにパスワードを入力します。「パスワードの確認」フィールドに、もう一度パスワードを入力します。


	
補助スキーマにメイン・スキーマのパスワードを使用

	
メイン・スキーマにはそれぞれ異なるパスワードを指定するが、それぞれの補助スキーマには同じパスワードを指定する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、表にはメイン・スキーマのみが表示されます。スキーマごとに、そのスキーマのパスワードを「パスワード」フィールドに入力し、「パスワードの確認」フィールドに同じパスワードを入力します。


	
すべてのスキーマに異なるパスワードを指定

	
メイン・スキーマとその補助スキーマに対して一意のパスワードを指定する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、表にはメイン・スキーマと補助スキーマがすべて表示されます。スキーマと補助スキーマごとに、パスワードを「パスワード」フィールドに入力し、「パスワードの確認」フィールドに同じパスワードを入力します。











	
注意:

この画面で入力するパスワードは覚えておく必要があります。この情報は、Fusion Middleware製品インストールの構成フェーズで必要になります。これらの値をメモしておくことをお薦めします。













A.6 カスタム変数

この画面は、実行時にコンポーネントが必要とする追加の構成情報を指定するために使用します。

この画面は、カスタム変数をサポートする「コンポーネントの選択」画面でコンポーネントが選択された場合のみ表示されます。

	
Oracle Business Intelligenceアプリケーションのカスタム変数の指定


	
マスターおよび作業リポジトリのカスタム変数の指定(ODI)


	
Oracle WebCenter Portalのアクティビティ・グラフおよびAnalyticsに対するカスタム変数の指定






A.6.1 Oracle Business Intelligenceアプリケーションのカスタム変数の指定

RCUでは、必要なスキーマを作成するときに、.dmpファイルが使用されます。この画面でアクションを実行する前に、グローバルな書込みアクセス権を使用して、各スキーマの.dmpファイルを、適切なデータベース・サーバーのホスト・マシン上のディレクトリにコピーする必要があります。(RCUによって、このディレクトリにログ・ファイルが書き込まれます)。これらの.dmpファイルは、BIA_RCU_HOME\rcu\integration\biapps\schemaにあります。

「カスタム変数」画面の「値」フィールドには、スキーマごとに、.dmpファイルを含むフォルダのディレクトリ・パスを入力します。

注意: .dmpファイルの名前はディレクトリ・パスに含めないでください。





A.6.2 マスターおよび作業リポジトリのカスタム変数の指定(ODI)

マスターおよび作業リポジトリのカスタム変数は、次のように指定します。


表A-7 マスターおよび作業リポジトリのカスタム変数

	変数	説明
	
マスター・リポジトリID

	
新しいマスター・リポジトリに対する固有のID。マスター・リポジトリIDの値は、0から999の範囲に設定する必要があります。デフォルト値は001です。


	
スーパーバイザ・パスワード

	
スーパーバイザ・ユーザーのパスワード。後の行にもこのパスワードを確認入力する必要があります。


	
作業リポジトリ・タイプ

	
作業リポジトリの使用方法を指定します。

	
開発リポジトリを作成する場合は、「開発」(D)を使用します。このリポジトリ・タイプでは、データ・モデルやプロジェクトなどの設計時オブジェクトを管理できます(インタフェースやプロシージャを含む)。開発リポジトリにはランタイム・オブジェクト(シナリオとセッション)も含まれます。このタイプのリポジトリは、開発環境に適しています。


	
実行リポジトリを作成する場合は、「実行」(E)を使用します。このリポジトリ・タイプにはランタイム・オブジェクト(シナリオ、スケジュール、セッション)のみが含まれます。このリポジトリ・タイプでは、オペレータ・ナビゲータでデータ統合ジョブを起動して監視できます。このタイプのリポジトリには、設計時アーティファクトは格納できません。デザイナ・ナビゲータは使用できません。実行リポジトリは、本番環境に適しています。





	
作業リポジトリID

	
新しい作業リポジトリに対する固有のID。デフォルト値は001です。


	
作業リポジトリ名

	
作業リポジトリの一意の名前(例: DEVWORKREP1)。


	
作業リポジトリ・パスワード

	
(オプション) - 作業リポジトリに対するパスワードを設定します。パスワードを設定する場合は、後の行にもそのパスワードを確認入力する必要があります。











A.6.3 Oracle WebCenter Portalのアクティビティ・グラフおよびAnalyticsに対するカスタム変数の指定

データベースのパーティション化を有効にしてアクティビティ・グラフおよびAnalyticsをインストールする場合は、Yを指定します。データベースのパーティション化を有効にしない場合は、Nを指定します。







A.7 表領域のマップ

この画面は、表領域のマッピング情報を指定するために使用します。

この画面は、「リポジトリの作成」画面で「作成」オプションを選択した場合のみ表示されます。この項の内容は次のとおりです。

	
デフォルト表領域のマッピング


	
デフォルト表領域と一時表領域の変更


	
その他の表領域の表示と変更


	
表領域とデータファイルの管理




表領域情報の入力が完了したら、「次へ」をクリックします。新しいスキーマに対して表領域を作成することを確認する画面が表示されます。




	
注意:

RCUでは、RCUに関連付けられたコンポーネントに対する表領域のみを作成します。









「OK」をクリックして続行すると、表領域の作成の進行状況を示す画面が表示されます。



A.7.1 デフォルト表領域のマッピング

各コンポーネントのデフォルト表領域のマッピングについては、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティ・ユーザーズ・ガイド』のリポジトリ作成ユーティリティのスキーマ、IDおよび表領域に関する項を参照してください。

「デフォルト表領域」と「一時表領域」の列では、表領域のセルをクリックして、使用可能なその他の表領域の名前のリストから選択できます。




	
注意:

OID表領域の名前はユーザー指定できません。













A.7.2 デフォルト表領域と一時表領域の変更

コンポーネントのデフォルト表領域を変更するには、「デフォルト表領域」列で表領域名を選択して、使用する表領域名をドロップダウン・リストから選択します。コンポーネントが使用する表領域の数は、構成に合わせて多くしたり少なくしたりできます。

コンポーネントの一時表領域を変更するには、「一時表領域」列で表領域名を選択して、使用する表領域名をドロップダウン・リストから選択します。





A.7.3 その他の表領域の表示と変更

一部のコンポーネントでは、そのスキーマにその他の表領域が関連付けられています。その場合は、画面に「その他の表領域」ボタンが表示されます。選択したコンポーネントにその他の表領域が関連付けられていない場合、このボタンは表示されません。

選択したコンポーネントに関連付けられているその他の表領域を表示するには、「その他の表領域」ボタンをクリックします。

コンポーネントに対して使用する表領域を変更するには、「表領域名」列内をクリックして、使用する表領域をドロップダウン・リストから選択します。





A.7.4 表領域とデータファイルの管理

表領域とデータファイルを管理するには、「表領域の管理」ボタンをクリックします。

この項の内容は次のとおりです。

	
表領域の追加、変更、削除


	
データファイルの追加、変更、削除






A.7.4.1 表領域の追加、変更、削除

変更または削除可能な表領域は、RCUによって作成されるもののみです。この画面にはRCUを起動する前から存在している表領域も表示されますが、これらはグレー表示されており、変更や削除を行うことはできません。

コンポーネントが使用する表領域のみが作成されます。ここで新しい表領域を指定できますが、コンポーネントによって実際に使用されるまでは作成されません。

表領域を変更するには、画面の左側で表領域名を選択し、次の表の説明に従ってフィールドを編集します。


表A-8 表領域の変更

	フィールド	説明
	
名前

	
表領域名を変更するには、このフィールドで表領域名を編集します。


	
タイプ

	
この表領域を、一時表領域または永続表領域のどちらにするのかを指定します。


	
ブロック・サイズ(KB)

	
データ取得に使用するブロック・サイズをKB単位で指定します。


	
記憶域のタイプ

	
大型ファイル表領域を作成する場合は、「大型ファイル表領域の使用」を選択します。通常このオプションは、複数の小さいファイルではなく、1つの大きいファイルが存在する場合に使用します。ビットマップを使用してセグメント内の空き領域を管理する場合は、「自動セグメント領域管理の使用」を選択します。








表領域を追加するには、「追加」をクリックして、新しい表領域に対して前述(表領域の変更)と同じ詳細を指定します。

表領域を削除するには、ナビゲーション・ツリーで表領域名を選択して、「削除」をクリックします。この表領域は作成されなくなります。





A.7.4.2 データファイルの追加、変更、削除

「データファイル」セクションで、選択した表領域を構成するデータファイルを指定します。詳細は、次のいずれかの項目を選択してください。

	
データファイルの追加


	
データファイルの変更


	
データファイルの削除






A.7.4.2.1 データファイルの追加

データファイルを追加するには、プラス記号(+)の付いたアイコンをクリックします。

「データファイルの追加」画面が表示されます。

次の表の説明に従って情報を入力します。


表A-9 データファイルの追加

	フィールド	説明
	
ファイル名

	
データファイルの名前を指定します。

注意: データファイル名は29文字以内です。ダッシュまたはハイフン(-)の付いた名前は使用できません。


	
ファイル・ディレクトリ

	
データファイルの存在する場所を指定します。


	
サイズ

	
データファイルの初期サイズを指定します。ドロップダウン・リストを使用して、KB、MBまたはGBのいずれかの単位でサイズを指定します。


	
フルになった場合に自動的にデータファイルを拡張(AUTOEXTEND)

	
データファイルのサイズがフルになったときに自動的に拡張させる場合は、「フルになった場合に自動的にデータファイルを拡張(AUTOEXTEND)」を選択します。「増分」フィールドで、フルになるたびに増加させるデータファイルのサイズを指定します。ドロップダウン・リストを使用して、KB、MBまたはGBのいずれかの単位でサイズを指定します。

データファイルの最大サイズを制限する場合は、「最大サイズ」フィールドにその値を指定します。











A.7.4.2.2 データファイルの変更

データファイルを変更または編集するには、編集するデータファイル名の横のアイコンを選択して、鉛筆のアイコンをクリックします。

「データファイルの編集」画面が表示されます。

次の表の説明に従って情報を入力します。


表A-10 データファイルの変更

	フィールド	説明
	
ファイル名

	
データファイルの名前を指定します。

注意: データファイル名は29文字以内です。ダッシュまたはハイフン(-)の付いた名前は使用できません。


	
ファイル・ディレクトリ

	
データファイルの存在する場所を指定します。


	
サイズ

	
データファイルの初期サイズを指定します。ドロップダウン・リストを使用して、KB、MBまたはGBのいずれかの単位でサイズを指定します。


	
フルになった場合に自動的にデータファイルを拡張(AUTOEXTEND)

	
データファイルのサイズがフルになったときに自動的に拡張させる場合は、「フルになった場合に自動的にデータファイルを拡張(AUTOEXTEND)」を選択します。「増分」フィールドで、フルになるたびに増加させるデータファイルのサイズを指定します。ドロップダウン・リストを使用して、KB、MBまたはGBのいずれかの単位でサイズを指定します。

データファイルの最大サイズを制限する場合は、「最大サイズ」フィールドにその値を指定します。











A.7.4.2.3 データファイルの削除

データファイルを削除するには、削除するデータファイル名の横のアイコンを選択して、「X」のアイコンをクリックします。











A.8 サマリー

この画面には、これから実行するアクションのサマリーが表示されます。

この画面の情報を確認するには、「作成」をクリックしてスキーマの作成を開始するか、「削除」をクリックしてスキーマの削除を開始します。

実行中のアクションの進行状況を示す画面が表示されます。





A.9 完了サマリー

この画面には、実行されたアクションのサマリーが表示されます。

「ログ・ファイル」列には、各コンポーネントのログ・ファイル名が表示されます。UNIXオペレーティング・システムの場合、メインのRCUログとコンポーネントのログ・ファイルは次のディレクトリに書き込まれます。


RCU_HOME/rcu/log/logdir.date_timestamp


Windowsオペレーティング・システムの場合は、次のディレクトリに書き込まれます。


RCU_HOME\rcu\log\logdir.date_timestamp


スキーマの作成中に問題が発生した場合は、ログ・ファイルを使用して問題をトラブルシューティングできます。

「作成」操作中にエラーが発生した場合や、いずれかのコンポーネントに対する「作成」操作が失敗した場合は、このページに「失敗したコンポーネントのクリーンアップ」チェック・ボックスが表示されます(デフォルトで選択された状態です)。このチェック・ボックスを選択すると、RCUは「作成」操作中に失敗したコンポーネントのクリーンアップ操作を実行します。選択しない場合は、失敗したコンポーネントの「削除」操作を後から実行することで、失敗したコンポーネントをクリーンアップできます。







 
B すべてのOracle Fusion Middlewareスイートに共通のインストーラ画面


次の各項では、すべてのOracle Fusion Middleware製品インストーラに共通のインストール画面について説明します。

	
インベントリの場所の指定


	
インベントリの場所の確認


	
ようこそ


	
前提条件チェック


	
セキュリティ更新


	
ソフトウェアの更新


	
インストールの場所


	
アプリケーション・サーバー


	
サマリー


	
インストールの進行状況


	
構成の進行状況


	
完了






B.1 インベントリの場所の指定

UNIXまたはLinuxシステム・ソフトウェアを実行しているホスト上に初めてOracleをインストールする場合には、この画面を使用してOracleインベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。

インベントリ・ディレクトリは、コンピュータ上にインストールされるすべてのOracle製品を追跡するために、インストーラによって使用されます。

次の表は、このページのフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
インベントリ・ディレクトリ

	
このフィールドを使用して、新規作成するOracleインベントリ・ディレクトリへの完全なパスを識別します。

デフォルトでインストーラは、次に示す環境変数とパスに基づいて、ディレクトリ内にOracleインベントリが作成されるものと想定します。


$USER_HOME/oraInventory


使用する環境にこの場所が適していない場合は、インベントリ・ディレクトリの場所に新しいパスを入力します。

インベントリ・ディレクトリには最終的に多数のファイルが格納されます。ここには、このマシンで実行する各Oracleソフトウェア・インストールのログ・ファイルも含まれます。


	
オペレーティング・システム・グループ名

	
「オペレーティング・システム・グループ」ドロップダウン・メニューから、メンバーにインベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するグループを選択します。このグループのすべてのメンバーは、このマシンに製品をインストールできるようになります。











B.2 インベントリの場所の確認

このダイアログ・ボックスはUNIXシステムのみに表示されます。このダイアログでは、「インベントリの場所」画面で指定した場所にOracleインベントリを作成するシェル・スクリプトを実行するかどうかの確認を求められます。

このスクリプトを実行するには、root権限が必要です。

root権限のないユーザーがインストールを実行する場合は、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。

Oracleインストールを管理するには、シェル・スクリプトで中央インベントリ・ディレクトリを作成する方法をお薦めします。中央インベントリ・ディレクトリを作成すれば、次回このマシンにOracleソフトウェアをインストールするときに、ユーザーへの確認なしでインストーラが自動的にインベントリを検索して更新します。インストーラはインベントリを使用して、インストールされているOracleソフトウェアを識別します。さらに、すべてのインストール・ログ・ファイルをインベントリの場所に保存します。

スクリプトを実行せずにローカル・インベントリを使用した場合には、この特定のインストールのみのために、インベントリのローカル・コピーが作成されます。後でインストーラを実行してその他のOracleソフトウェアをインストールする場合、再びインストーラから、インベントリを作成するかどうかの確認を求められます。





B.3 ようこそ

このページにはOracle Fusion Middlewareインストーラの概要と、次の2つの重要な情報が表示されます。

	
左側のナビゲーション・ペインには、インストーラによって実行できるタスクが要約されています。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報の入力が求められる特定のインストーラ画面を表しています。


	
インストール前に実行する必要があると思われる、前提条件に関する情報が表示されます。




この画面に示される情報を慎重に確認し、必要な前提条件がすべて実行済であることを確認してください。

前提条件のタスクについて不明な点がある場合は、『Oracle Fusion Middlewareインストール計画ガイド』と、インストールする特定のOracle Fusion Middlewareソフトウェアに関する情報を参照してください。





B.4 前提条件チェック

この画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件が満たされていることを確認します。

前提条件チェックに失敗したものがあれば、画面下部に簡単なエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックしてもう一度実行してください。エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

「中止」をクリックすると、すべてのコンポーネントの前提条件チェックが中止されます。


システム要件と前提条件の詳細

インストールを実行する前に、システム要件と動作保証に関するドキュメントをよく読み、ご使用の環境がインストールする製品の最小のインストール要件を満たしていることを確認してください。これらのドキュメントはどれも、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

システム要件のドキュメントには、ハードウェアおよびソフトウェア要件、最小のディスク領域とメモリー要件、必須のシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチに関する情報が掲載されています。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html


動作保証のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDK、サード・パーティ製品が掲載されています。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html



32ビットおよび64ビットのインストーラについて

一部のOracle Fusion Middleware製品では、64ビットと32ビットのオペレーティング・システムに対して別々のインストーラが提供されています。これらの製品については、使用するオペレーティング・システムに対応する適切なインストーラを使用してください。

詳細は、Oracle Technology Network (OTN)のシステムと要件と仕様に関するドキュメントの関連トピックを参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html





B.5 セキュリティ更新

この画面では、My Oracle Supportアカウント情報を入力します。このMy Oracle Supportアカウントを経由して、最新の製品情報やセキュリティ更新を受け取ることができます。

次の表は、この画面のフィールドについて説明しています。


	要素	説明
	
電子メール

	
My Oracle Supportへの登録に使用した電子メール・アドレスを入力します。


	
セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取る

	
My Oracle Supportアカウントを持っており、My Oracle Support経由で更新を受け取る場合には、このチェック・ボックスを選択します。


	
My Oracle Supportパスワード

	
My Oracle Supportアカウントのパスワードを入力します。








セキュリティ更新の登録を行わない場合や、My Oracle Supportアカウントを持っていない場合は、この画面のフィールドはすべて空のままにしておきます。選択内容の確認画面が表示されるので、ダイアログ・ボックスの「はい」をクリックします。





B.6 ソフトウェアの更新

この画面は、My Oracle Supportアカウント経由で、最新のソフトウェアの更新(重要なセキュリティ更新を含む)をすばやく簡単に検索するために使用します。

次の表は、この画面のフィールドについて説明しています。


	要素	説明
	
ソフトウェア更新のスキップ

	
この画面をスキップするには、このオプションを選択します。インストーラは、現在の製品のインストールに適していると思われる更新をチェックしなくなります。


	
My Oracle Supportで更新を検索

	
My Oracle Supportアカウントを持っている場合は、このオプションを選択して、インストールするソフトウェア製品に適用されるソフトウェア更新を見付けるために、インストーラがMy Oracle Supportを自動的に検索するようにします。

My Oracle Supportアカウント名とパスワードを入力して、「更新の検索」をクリックします。

インストーラが、適切なソフトウェア更新をMy Oracle Supportから自動的にダウンロードします。

更新の検索を行う前に、「接続のテスト」をクリックすることで、My Oracle Supportへのログイン資格証明と接続をテストできます。プロキシ・サーバーが必要な場合は、「プロキシ設定」をクリックして構成します。


	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

	
最新のソフトウェア更新をすでにダウンロード済で、インストールする製品に適した更新を見付けるために、インストーラがローカル・ディレクトリを検索するようにする場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、インストーラには追加のフィールドと「参照」ボタンが表示されます。このボタンを使用して、更新が配置されているローカル・ディレクトリを識別できます。











B.7 インストールの場所

この画面は、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアをインストールする場所を識別するために使用します。

次の表は、このページに表示される可能性があるフィールドについて説明しています。

重要な注意:

	
ここに示すフィールドは、実行するインストールのタイプによっては画面に表示されないことがあります。Fusion Middlewareの各コンポーネントには、ソフトウェアのインストール場所を決定するために、それぞれ異なる要件があります。


	
パッチ・セットをインストールする場合は、パッチが適用されるOracleホームを含む、既存のMiddlewareホームを指定する必要があります。


	
Windowsオペレーティング・システムへのインストールを実行する場合には、ディレクトリ・パスが有効であり、二重のバックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認します。





	フィールド	説明
	
Oracle Middlewareホームの場所

	
このフィールドを使用して、Oracle Middlewareホーム・ディレクトリの場所を指定します。

	
Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用する場合:

「Oracle Middlewareホーム」フィールドで、既存のOracle Middlewareホーム・ディレクトリへの絶対パスを指定します。これは、Oracle WebLogic Serverのインストール時に作成したディレクトリです。Middlewareホームへの完全パスが不明な場合は、「参照」をクリックして、システム内の既存のディレクトリを選択します。


	
IBM WebSphereをアプリケーション・サーバーとして使用する場合:

「Oracle Middlewareホーム」フィールドで、Middlewareホームとして使用するディレクトリへの絶対パスを指定します。このディレクトリは、WebSphereインストールの場所とは何も関係ありません。まだ存在していないディレクトリの場所を指定すると、インストーラが自動的にそのディレクトリを作成します。





	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
Oracleホーム・ディレクトリは、製品のインストール場所です。すべてのソフトウェア・バイナリがこのディレクトリに置かれます。このディレクトリにランタイム・プロセスを書き込むことはできません。

製品をインストールするディレクトリには、Oracle Middlewareホーム内のディレクトリを指定します。ただし、次の点に注意してください。

	
新しいディレクトリを指定すると、Middlewareホーム内に作成されます。


	
すでに存在しているディレクトリを指定する場合(以前のインストールが不完全なため、再インストールする場合など)は、そのディレクトリがOracle Middlewareホーム内にある必要があります。


	
Oracle Fusion Middleware Application Developerのインストーラを使用する場合は、すべてのバイナリがOracle Commonホームにインストールされます。


	
パッチ・セットのインストーラを使用する場合は、選択されたOracleホームと選択されたパッチ・セットのインストーラの間に互換性があることを、インストーラが検証します。たとえば、Oracle SOA Suiteパッチ・セットのインストーラを使用して、Oracle Identity Management Oracleホームにパッチを適用することはできません。





	
WebLogicサーバーの場所

	
WebLogic Serverホームのディレクトリ名。このディレクトリは、Middlewareホーム内に自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名は、wlserver_の後にバージョン番号が続きます。たとえば、wlserver_10.3です。


	
Oracleインスタンスの場所

	
Oracleインスタンス・ディレクトリを作成する場所への絶対パスを入力します。インストーラは、ユーザーがこのフィールドに入力した場所と、「Oracleインスタンス名」フィールドに入力した名前を使用して、Oracleインスタンス・ディレクトリを作成します。ファイルが格納されている既存のディレクトリへのパスを入力しないでください。既存のディレクトリへのパスを入力する場合は、そのディレクトリが空である必要があります。

インストーラは、コンポーネントの構成ファイルとランタイム・プロセスを、Oracleインスタンス・ディレクトリにインストールします。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracleインスタンス・ディレクトリはシステムの任意の場所に特定できます。Oracle Middlewareホーム・ディレクトリに置く必要はありません。


	
Oracleインスタンス名

	
Oracleインスタンス・ディレクトリの名前を入力します。インストーラは、このフィールドに入力した名前を使用して、「Oracleインスタンスの場所」フィールドで指定した場所にOracleインスタンス・ディレクトリを作成します。このディレクトリは一般的にORACLE_INSTANCEと示されます。

Oracle Fusion Middlewareはインスタンス名を使用してインスタンスを一意に識別するので、インスタンス名は重要です。複数のOracle Fusion Middlewareインスタンス(たとえばOracle Identity ManagementインスタンスとOracle WebLogic Serverインスタンス)を1つのコンピュータにインストールする場合、これらにはそれぞれ別の名前を付ける必要があります。

Oracleインスタンス・ディレクトリに入力する名前には、次の規則があります。

	
使用できるのは英数字とアンダースコア(_)のみです。


	
英文字(aからzまたはAからZ)で始めます。


	
4文字から30文字の範囲で指定します。


	
コンピュータのホスト名やIPアドレスを含むことはできません。





	
場所

	
Oracle Discoverer DesktopまたはOracle Discoverer Adminアプリケーションをインストールする場合は、このフィールドを使用してアプリケーションのインストール場所を入力します。

Oracleホームの場所の絶対パスを入力します。このディレクトリにソフトウェア・バイナリが置かれます。ここにランタイム・プロセスを書き込むことはできません。指定したディレクトリは空のディレクトリか、既存のOracleホームの場所である必要があります。








MiddlewareホームとOracleホームの要件の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストール計画ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造と概念に関する項を参照してください。





B.8 アプリケーション・サーバー

この画面は、このインストールで使用するアプリケーション・サーバーを選択するために使用します。

	
Oracle WebLogic ServerがインストールされたMiddlewareホームをインストーラが検出した場合、これがアプリケーション・サーバーとして使用されます。この画面の他のフィールドはすべて非アクティブになります。


	
Oracle WebLogic ServerがインストールされていないMiddlewareホームをインストーラが検出した場合は、アプリケーション・サーバーのいずれかのオプションを選択して、「アプリケーション・サーバーの場所」フィールドに場所を入力する必要があります。


	
インストーラがMiddlewareホーム・ディレクトリを検出しなかった場合、「WebLogic Server」オプションは非アクティブになります。「WebSphere」を選択して、「アプリケーション・サーバーの場所」フィールドにIBM WebSphereの場所を入力する必要があります。








B.9 サマリー

この画面には、インストールまたは構成セッションで行った選択のサマリーが表示されます。

一部のOracle Fusion Middlewareインストーラでは、インストール・プロセスの一環として製品のインストールと構成ができるようになっています。このため、インストール・サマリーのページが構成サマリーのページとして参照されることがあります。

いずれの場合も、この画面には次の情報が表示されます。

	
インストールの場所


	
このインストールで使用されるディスク領域の量


	
インストール対象として選択されたアプリケーション




インストールまたは構成を開始する前に、この画面に示される情報を見直して、選択したオプションを確認してください。

インストールまたは構成を開始する前に構成を変更する場合は、ナビゲーション・ペインを使用して、編集するインストーラ画面を選択します。

このインストールまたは構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれる)に保存する場合は、「保存」をクリックします。保存したレスポンス・ファイルは、後から同じインストールをコマンド・ラインから実行する場合などに使用できます。詳細は、使用するコンポーネント固有のサイレント・インストールに関する項を参照してください。





B.10 インストールの進行状況

この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

インストールが完了する前に中止するには、「取消」をクリックします。この処理により、一部のみインストールされた状態になります。インストールを取り消す前にシステムにインストールされた部分はシステム上に残ったままになるため、手動で削除する必要があります。





B.11 構成の進行状況

この画面には、ソフトウェア構成の進行状況が表示されます。

この画面は次の主要な部分で構成されます。

	
左側のナビゲーション・ペイン。インストールおよび構成プロセス全体でユーザーがどの部分にいるのかが表示されます。


	
構成ツールのリスト。開いたり閉じたりすることで、構成全体の進行状況を表示したり、各構成ツールの進行状況の詳細なリストを表示したりできます。


	
一連のコントロール・ボタン(「中止」、「再試行」、「続行」)。構成ツールが失敗した場合に使用できます。


	
構成ログ・ファイルの名前と場所。


	
各構成ツールの結果のサマリー。構成ツールの失敗によって生成されたエラー・メッセージも含まれます。




構成ツールの実行時にエラーが発生した場合、インストーラはエラーの発生した構成ツールを特定し、中止して、ユーザーに問題を警告します。ユーザーは次の操作を実行できます。

	
ページの結果セクションでリストを開き、生成されたエラー・メッセージを表示できます。


	
インストーラを実行中のままにして、別のターミナル・ウィンドウで構成ログ・ファイルを確認できます。


	
詳細は、インストールのドキュメントを参照してください。


	
可能な場合は、問題に対処し、次の表に示すコントロール・ボタンを使用して次のアクションを決定します。





	要素	説明
	
中止

	
Fusion Middlewareソフトウェアのインストールおよび構成を中止するには、このボタンをクリックします。このアクションでインストーラは閉じられます。


	
再試行

	
失敗した構成ツールを再試行するには、このボタンをクリックします。エラーを特定し、それに対処できた場合は、このボタンを使用して構成ツールをもう一度実行します。


	
続行

	
エラーを無視して構成ツールの残りの部分を続行するには、このボタンをクリックします。これは、エラーを生成した構成ツールをスキップすることと同じです。











B.12 完了

この画面には、完了したインストールのサマリーが表示されます。

このサマリー情報を後から参照できるようにテキスト・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックします。

一部のOracle Fusion Middlewareインストーラでは、構成情報もテキスト・ファイルに保存できます。

「終了」をクリックして画面を閉じ、インストール・セッションを終了します。







 
C Oracle BI Applicationsのインストールと構成の画面


この付録では、Oracle BI Applicationsのインストールおよび構成時に使用できるオプションについて説明します。

	
ようこそ(Business Analytics Applications Suiteのインストーラの実行時)


	
インストール場所の指定(Business Analytics Applications Suiteのインストーラの実行時)


	
ようこそ(configApps.bat/shファイルの実行時)


	
BIドメインの拡張


	
インストール場所の指定(configApps.bat/shファイルの実行時)


	
コンポーネントの構成


	
RPD暗号化パスワード


	
BI Applications管理者ユーザー


	
MDSスキーマ


	
BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマ


	
Business Analytics Warehouseスキーマ


	
BI Applications ODIリポジトリ・スキーマ


	
ポートの構成






C.1 ようこそ(Business Analytics Applications Suiteのインストーラの実行時)

この画面には、Oracle Business Analytics Applications Suiteのインストーラの概要が示されます。左側のナビゲーション・ペインには、インストーラによって実行できるタスクが要約されています。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報の入力が求められる特定のインストーラ画面を表しています。

Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行する前に、次の前提条件を実行する必要があります。

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 11gをインストールする


	
Oracle Data Integratorをインストールする




Business Analytics Applications Suiteインストーラの前提条件の詳細は、『Oracle Business Intelligence Applicationsインストレーション・ガイド』のOracle BI Applicationsのインストールの前提条件に関する項を参照してください。





C.2 インストール場所の指定(Business Analytics Applications Suiteのインストーラの実行時)

この画面を使用して、Oracle Fusion Middlewareホームのインストール場所を指定します。

次の表は、この画面のフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
Oracle Middlewareホーム

	
Oracle BI EEがインストールされている既存のOracle Middlewareホームのディレクトリへのパスを指定します。

ディレクトリの場所が不明な場合は、「参照」をクリックし、システム上でディレクトリを検索します。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
BI用のOracleホームを指定します(例: Oracle_BI1)。それ以外のOracleホームを指定したり、新規作成したりしないでください。Business Intelligence用Oracleホーム・ディレクトリには、Oracle BI Applications用のソフトウェア・バイナリ・ファイルがインストールされます。








Microsoft Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合:

	
ディレクトリ・パスが有効であり、二重のバックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認します。








C.3 ようこそ(configApps.bat/shファイルの実行時)

この画面には、Oracle Business Analytics Applications Suiteの構成プロセスの概要が示されます。

configApps.bat/shファイルを実行する前に、次の前提条件を実行する必要があります。

	
Business Analytics Applications Suiteのインストーラを実行する

インストーラの実行方法については、『Oracle Business Intelligence Applicationsインストレーション・ガイド』のOracle BI Applicationsのインストールに関する項を参照してください。


	
Fusion Middlewareプラットフォーム・パッチを適用する

パッチの適用方法については、『Oracle Business Intelligence Applicationsインストレーション・ガイド』のプラットフォーム・パッチの適用に関する項を参照してください。

プラットフォーム・パッチを適用せずに構成を続行することはできません。パッチを適用していない場合は、構成ユーティリティを終了してパッチを適用してください。適用後、configApps.bat/shファイルを再実行します。








C.4 BIドメインの拡張

この画面は、WebLogic管理サーバー・ドメインの詳細を指定するために使用します。

次の表は、この画面のフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
WebLogic管理サーバー・ドメインが存在しているコンピュータのホスト名。このフィールドは読取り専用です。


	
ポート

	
WebLogic管理サーバー・ドメインが通信するポート番号を指定します。デフォルトは7001です。


	
ユーザー名

	
WebLogic管理サーバーにログインするユーザー名を指定します。


	
ユーザー・パスワード

	
WebLogic管理サーバーにログインするためのパスワードを指定します。











C.5 インストール場所の指定(configApps.bat/shファイルの実行時)

次の表は、この画面のフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
Middlewareホーム

	
Oracle BI EEがインストールされている既存のOracle Middlewareホームのディレクトリへのパス。

このフィールドの値は読取り専用です。


	
Oracleホーム

	
BI用Oracleホーム。Oracle BI EEおよびOracle BI Applicationsのファイルがインストールされます。

このフィールドの値は読取り専用です。


	
Weblogicサーバー・ホーム

	
WebLogic Serverのディレクトリ名。インストーラはこのディレクトリを、Oracle Middlewareホームの内部に自動的に作成します。このディレクトリのデフォルト名は、wlserver_の後にバージョン番号が続きます。たとえば、wlserver_10.3です。

このフィールドの値は読取り専用で、ユーザーが「Middlewareホーム」フィールドで指定したホスト名です。


	
ドメイン・ホーム

	
Oracle Business Intelligenceシステムに関連付けられたドメインのホーム・ディレクトリ。このフィールドの値は読取り専用です。


	
インスタンス・ホーム

	
Oracle Instanceディレクトリへのパス。

インストーラは、コンポーネントの構成ファイルとランタイム・プロセスを、Oracleインスタンス・ディレクトリにインストールします。ランタイム・コンポーネントは、このディレクトリにのみ書き込みます。Oracle Instanceのディレクトリはシステム上の任意の場所に特定できます。Oracle Middlewareホーム内である必要はありません。

このフィールドの値は読取り専用です。


	
インスタンス名

	
Oracle Business Intelligenceインスタンスの名前。デフォルトでは、この場所は「インスタンス・ホーム」フィールドの値に基づいています。このディレクトリは一般的にORACLE_INSTANCEと示されます。

このフィールドの値は読取り専用です。








Microsoft Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合:

	
ディレクトリ・パスが有効であり、二重のバックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認します。




MiddlewareホームとOracleホームの要件の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストール計画ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造と概念に関する項を参照してください。





C.6 コンポーネントの構成

この画面は、構成の必要があるコンポーネントを選択するために使用します。

Oracle BI Applicationsをデプロイするには、次のものを選択します。

	
BI Applicationsコンポーネント








C.7 RPD暗号化パスワード

この画面は、Oracle BI Applications RPDの暗号化に使用するパスワードを指定するために使用します。

次の表は、このページのフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
RPDパスワード

	
RPDの暗号化に使用するパスワードを指定します。


	
RPDパスワードの確認

	
RPDの暗号化に使用するパスワードを確認入力します。











C.8 BI Applications管理者ユーザー

この画面は、BI Applications管理者ユーザーの詳細を指定するために使用します。このユーザーはOracle WebLogic Serverの組込みLDAPに作成されます。このユーザー用に入力する資格証明に注意してください。このユーザーは、Oracle BI Applications構成マネージャと、Oracle BI Applications用のOracle Data Integratorリポジトリに対する完全なアクセス権を持ちます。

次の表は、このページのフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
ユーザー名

	
Oracle BI Applications管理者のユーザー名を指定します。


	
パスワード

	
Oracle BI Applications管理者のパスワードを指定します。


	
パスワードの確認

	
パスワードを確認入力します。











C.9 MDSスキーマ

この画面は、MDSスキーマの接続詳細を指定するために使用します。

次の表は、この画面のフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
MDSスキーマをホストするデータベースのタイプ。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
MDSスキーマにアクセスするために使用する接続文字列。


	
MDSスキーマのユーザー名

	
MDSスキーマのスキーマ名。


	
MDSスキーマのパスワード

	
MDSスキーマのパスワード。











C.10 BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマ

この画面は、Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリの接続詳細を指定するために使用します。

次の表は、このページのフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマをホストするデータベースのタイプを選択します。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマにアクセスするために使用する接続文字列を指定します。

次の形式を使用します。

host:port:service_name


	
BIAコンポーネント・リポジトリ・スキーマのユーザー名

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマのスキーマ名を指定します。


	
BIAコンポーネント・リポジトリ・スキーマのパスワード

	
Oracle BI Applicationsコンポーネント・リポジトリ・スキーマのパスワードを指定します。











C.11 Business Analytics Warehouseスキーマ

この画面は、Business Analytics Warehouseスキーマの接続詳細を指定するために使用します。

次の表は、このページのフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
Business Analytics Warehouseスキーマをホストするデータベースのタイプを指定します。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
Business Analytics Warehouseスキーマにアクセスするために使用する接続文字列を指定します。

次の形式を使用します。

host:port:service_name


	
Business Analytics Warehouseスキーマのユーザー名

	
Business Analytics Warehouseスキーマのスキーマ名を指定します。


	
Business Analytics Warehouseスキーマのパスワード

	
Business Analytics Warehouseスキーマのパスワードを指定します。











C.12 BI Applications ODIリポジトリ・スキーマ

この画面は、Oracle BI Applications ODIリポジトリ・スキーマの接続詳細を指定するために使用します。

次の表は、このページのフィールドについて説明しています。


	フィールド	説明
	
データベース・タイプ

	
ODIリポジトリ・スキーマをホストするデータベースのタイプを指定します。サポートされているデータベース・タイプはOracleのみです。


	
接続文字列

	
ODIリポジトリ・スキーマにアクセスするために使用する接続文字列を指定します。

次の形式を使用します。

host:port:service_name


	
ODIリポジトリ・スキーマのユーザー名

	
ODIリポジトリ・スキーマのスキーマ名を指定します。


	
ODIリポジトリ・スキーマのパスワード

	
ODIリポジトリ・スキーマのパスワードを指定します。











C.13 ポートの構成

この画面は、Oracle Business Intelligenceシステムのポートを構成するために使用します。

次の表は、この画面のオプションについて説明しています。


	フィールド	説明
	
自動でポートを構成

	
Oracle Business Analytics Applications Suiteインストーラによって自動でポートを構成する場合は、このオプションを選択します。


	
構成ファイルを使用してポートを指定

	
既存の構成ファイルを使用してポートを構成する場合は、このオプションを選択します。オプションで、「参照」をクリックしてファイルの場所を指定します。ファイルを表示または編集するには、「ファイルの表示/編集」をクリックします。

構成ファイルのサンプルは、staticport.iniという名前で、Business Analytics Applications SuiteインストーラのDisk1\stage\Responseディレクトリにあります。














D Oracle BI Applications構成マネージャのシステム設定UIリファレンス


この付録には、Oracle BI Applications構成マネージャのシステム設定ユーザー・インタフェース要素に関するリファレンス情報が含まれています。

この付録の内容は次のとおりです。

	
Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義: 「ソース・システム」タブ


	
Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義: 「ターゲット・ウェアハウス」タブ


	
Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義: 「環境構成」タブ


	
「Business Analytics Warehouseの編集」ダイアログ


	
「優先通貨名の編集」ダイアログ


	
「ソースの編集」ダイアログ


	
BI Applicationsの管理: 「BI Applicationsオファリング」タブ


	
BI Applicationsの管理: 「Business Intelligence Applicationオファリングおよび関連ソース」タブ


	
優先通貨の管理


	
ウェアハウス言語の管理


	
「ソースの登録」ダイアログ






D.1 Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義: 「ソース・システム」タブ

「Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義」ページの「ソース・システム」タブには、現在のデプロイメントの登録済ソース・インスタンスがリストされます。このタブを使用して、ソース・インスタンスの登録、登録済ソース・インスタンスの編集またはソース・インスタンスの無効化を実行できます。Oracle BI Applicationsの新規インストールでは、ソース・インスタンスは何もリストされません。

ソース・システムは、Oracle Business Analytics Warehouseのデータのソースとして機能するトランザクション・システムです。ソース・インスタンスは、ソース・システムの特定のインスタンスで、BI Applications管理者が名前を付けます。Oracle BI Applicationsインスタンスは、1つのOracle Business Analytics Warehouseと1つ以上のソース・インスタンスで構成されるOracle BI Applicationsの環境です。

次の表は、「ソース・システム」タブのユーザー・インタフェース要素について説明しています。


	要素	説明
	
「ソース・インスタンス名」列

	
BI Applicationsデータ・ロード用のデータのソースとして機能するトランザクション・システムに対して、BI Applicationsシステム管理者によって付けられた名前。機能設定タスクおよびパラメータやドメイン・マップなどのオブジェクトの値の設定はソース・インスタンスに関連して実行されるため、ソース・インスタンスは重要です。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号が必要です。


	
「摘要」列

	
ソース・インスタンスに関してBI Applicationsシステム管理者によって指定される追加情報。


	
「製品ライン」列

	
ソース・インスタンスの製品ライン。


	
「製品ライン・バージョン」列

	
ソース・インスタンスの製品ラインのバージョン番号。


	
「データ・ソース番号」列

	
ソース・インスタンスを識別するために使用される一意の、ユーザー指定の番号。

「データ・ソース番号」の値によってデータ・ソースが指定され、そのデータをOracle Business Analytics Warehouse内で識別できるようになります。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号が必要です。


	
「使用可能」列

	
ソース・インスタンスを登録すると、デフォルトで使用可能になります。ソース・インスタンスを使用可能にすることで、そのソース・インスタンスと関連付けられた設定データが、Oracle BI Applications構成マネージャで使用できるようになります。

ソース・インスタンスを使用可能にするには、そのソース・インスタンスを強調表示して、「アクション」メニューから「使用可能」を選択します。ソース・インスタンスを使用不可にするには、そのソース・インスタンスを強調表示して、「アクション」メニューから「使用不可」を選択します。

注意: ソース・インスタンスの定義を間違えてそれを修正できない場合は、そのソース・インスタンスを使用不可にして、ソース・インスタンスを新規に登録しなおす必要があります。たとえば、「データ・ソース番号」の値が正しくない場合は、ソース・インスタンスを編集して「データ・ソース番号」の値を修正することはできません。このシナリオでは、正しくないソース・インスタンスを使用不可にして、新しいソース・インスタンスを登録します。


	
「データ・サーバー詳細」ウィンドウ

	
「ソース・システム」タブでPeopleSoftまたはFusion Applicationsのソース・インスタンスを選択した場合は、下に「データ・サーバー詳細」ウィンドウが表示されます。「データ・サーバー詳細」ウィンドウは読取り専用です。


	
「アクション」メニュー

	
「アクション」メニューには次のオプションが含まれています。

	
登録

「登録」を選択して「ソースの登録」ダイアログを表示し、新しいソース・インスタンスを登録できます。このダイアログには「追加」アイコンをクリックしてアクセスすることもできます。このダイアログ内のフィールドは、前述の列と同じです。


	
編集

「編集」を選択すると、「編集」ダイアログを使用して既存のソース・インスタンスを編集できます。このダイアログには「編集」アイコンをクリックしてアクセスすることもできます。編集できるのは、使用可能なソース・インスタンスのみです。


	
使用可能

ソース・インスタンスを使用可能にするには、「使用可能」を選択します。ソース・インスタンスを登録すると、デフォルトで使用可能になります。ソース・インスタンスと関連付けられた設定データをOracle BI Applications構成マネージャで使用できるようにするには、そのソース・インスタンスを使用可能にする必要があります。


	
使用不可

ソース・インスタンスを使用不可にするには、「使用不可」を選択します。














D.2 Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義: 「ターゲット・ウェアハウス」タブ

「Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義」ページの「ターゲット・ウェアハウス」タブでは、次の表に示すように、Oracle Business Analytics Warehouseの情報とODI接続の詳細を表示および編集できます。

Oracle BI Applicationsインスタンスは、1つのOracle Business Analytics Warehouseと1つ以上のソース・インスタンスで構成されるOracle BI Applicationsの環境です。


	要素	説明
	
名前

	
Oracle Business Analytics Warehouseの名前。


	
製品ライン・バージョン

	
デプロイされているOracle BI Applicationsバージョンを確認するために使用する製品バージョン。


	
摘要

	
ウェアハウスに関するユーザー指定の追加情報。


	
データ・ソース番号

	
Business Analytics Warehouseのデータ・ソース番号。この値は常に999です。


	
物理スキーマ

	
Business Analytics Warehouseの物理スキーマの名前。この情報はODIリポジトリ内で構成されます。


	
テクノロジ

	
Business Analytics Warehouseのデータベース・プラットフォームの接続情報で、ODIリポジトリ内で構成されます。


	
接続

	
Business Analytics Warehouseへの接続。JDBC URLが表示されます。この情報はODIリポジトリ内で構成されます。


	
「編集」ボタン

	
「編集」をクリックして「Business Analytics Warehouseの編集」ダイアログを表示します。ここで、「名前」および「摘要」フィールドを編集できます。











D.3 Business Intelligence Applicationsインスタンスの定義: 「環境構成」タブ

「環境構成」タブには、構成マネージャとODI統合のプロパティとデフォルト値が表示されます。これらのプロパティのデフォルト値は、インストールのプロビジョニング・プロセスから導出されます。

Oracle BI Applicationsインスタンスは、1つのOracle Business Analytics Warehouseと1つ以上のソース・インスタンスで構成されるOracle BI Applicationsの環境です。





D.4 「Business Analytics Warehouseの編集」ダイアログ

「Business Analytics Warehouseの編集」ダイアログを使用して、「名前」および「摘要」フィールドを編集します。





D.5 「優先通貨名の編集」ダイアログ

このダイアログを使用して優先通貨名を編集します。優先通貨名は、Oracle Business Intelligenceにログインしたユーザーの「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで、Oracle Business Intelligenceダッシュボードの「通貨」ドロップダウンに表示されます。デフォルトの通貨表示名を使用するか、必要に応じて、別の通貨表示名を指定できます。


	要素	説明
	
優先通貨コード

	
優先通貨のタイプを識別する読取り専用のコード。


	
優先通貨名

	
Oracle Business Intelligenceにログインしたユーザーの「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで、「通貨」ドロップダウンに表示される通貨ラベル。必要に応じて、デフォルト値を変更できます。たとえば、組織が元帳通貨ではなく現地通貨を優先する場合、このフィールドを使用して、値を「元帳通貨」から「現地通貨」に変更します。











D.6 「ソースの編集」ダイアログ

「ソースの編集」ダイアログを使用して、現在選択されているソース・インスタンスの詳細を編集します。Oracle BI Applicationsの新規インストールでは、ソース・インスタンスを1つ以上登録する必要があります。

「ソースの編集」ダイアログには、次の2つのデータ・エントリ・ページがあります。

	
構成マネージャでのソース編集


	
Oracle Data Integratorトポロジでのソース編集







	
注意:

「ソースの編集」ダイアログで入力したデータを保存すると、このデータはODIリポジトリに伝播します。











D.6.1 構成マネージャでのソース編集

次の表は、「構成マネージャでのソース編集」フィールドについて説明しています。


	要素	説明
	
製品ライン

	
このフィールドは読取り専用です。ソース・インスタンスの製品ライン。


	
データ・ソース番号

	
ソース・インスタンスを識別するために使用される一意の、ユーザー指定の番号。

「データ・ソース番号」の値によってデータ・ソースが指定され、そのデータをOracle Business Analytics Warehouse内で識別できるようになります。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号の値が必要です。


	
ソース・インスタンス名

	
BI Applicationsデータ・ロード用のデータのソースとして機能するトランザクション・システムに対して、BI Applicationsシステム管理者によって付けられた名前。機能設定タスクおよびパラメータやドメイン・マップなどのオブジェクトの値の設定はソース・インスタンスに関連して実行されるため、ソース・インスタンスは重要です。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号が必要です。


	
摘要

	
(オプション)ソース・インスタンスに関する追加情報











D.6.2 Oracle Data Integratorトポロジでのソース編集

「Oracle Data Integratorトポロジでのソース編集」ページには、次のウィンドウが表示されます。

	
Oracle Data Integrator接続情報


	
コンテキスト詳細の提供


	
接続詳細の提供






D.6.2.1 Oracle Data Integrator接続情報

「Oracle Data Integrator接続情報」ウィンドウは、ページの最上部に表示されます。このウィンドウに表示される情報は読取り専用で、ODIリポジトリからOracle BI Applications構成マネージャに渡されます。このウィンドウで指定するモデルは、「コンテキスト詳細の提供」ウィンドウと「接続詳細の提供」ウィンドウで接続情報が設定されるモデルです。





D.6.2.2 コンテキスト詳細の提供

「コンテキスト」ドロップダウン・リストでは、「グローバル」を選択する必要があります。Oracle BI Applicationsのインタフェースは値「グローバル」を使用するように設計されているため、この値を指定する必要があります。





D.6.2.3 接続詳細の提供

「接続詳細の提供」ウィンドウには次のタブが含まれます。

	
テクノロジ: Oracle


	
テクノロジ: ファイル・システム






D.6.2.3.1 テクノロジ: Oracle

このタブを使用して、「Oracle Data Integrator接続情報」ウィンドウで選択したモデルのトランザクション・データベースの接続詳細を設定します。


	要素	説明
	
ODIデータ・サーバー名

	
トランザクション・データベースのODIデータ・サーバー名。


	
JDBCドライバ

	
トランザクション・データベース接続のJDBCドライバの名前。

デフォルト値のままにすることをお薦めします。

JDBCドライバとJDBC URLは、トランザクション・データベースのODIでデータ・サーバーと物理スキーマを作成するために必要です。


	
JDBC URL

	
トランザクション・データベース接続のJDBC URL。

このURLの形式は、次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>


	
データベース・ユーザー名

	
トランザクション・データベースのデータベース・ユーザー名。


	
データベース・パスワード

	
トランザクション・データベースのパスワード。


	
テスト

	
このボタンを使用して、トランザクション・データベースへの接続をテストします。











D.6.2.3.2 テクノロジ: ファイル・システム

このタブを使用して、「Oracle Data Integrator接続情報」ウィンドウで選択したモデルのファイル・システムの接続詳細を設定します。

このタブには表示されない列があり、そこにはデフォルト値が設定されています。これらの値を変更する必要はありません。


	要素	説明
	
ODIデータ・サーバー名

	
ファイル・システムのODIデータ・サーバー名。


	
ホスト名

	
ファイル・システムが置かれているホスト・マシンの名前。


	
ファイルへのパス

	
Business Analytics Applications SuiteのインストーラによってインストールされたETLファイルのディレクトリ・パス。

デフォルトの場所は、<BI用Oracleホーム>/biapps/etlです。


	
配列フェッチ・サイズ

	
データ・サーバーとの通信を行うたびに、ODIによってリクエストされる行の数。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
バッチ更新サイズ

	
1つのINSERTコマンドに含まれる行の数。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
JDBCドライバ

	
トランザクション・データベース接続のJDBCドライバの名前。

デフォルト値のままにすることをお薦めします。

JDBCドライバとJDBC URLは、トランザクション・データベースのODIでデータ・サーバーと物理スキーマを作成するために必要です。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
JDBC URL

	
トランザクション・データベース接続のJDBC URL。

このURLの形式は、次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。

















D.7 BI Applicationsの管理: 「BI Applicationsオファリング」タブ

このタブを使用してOracle BI Applicationsオファリングを使用可能にします。使用可能にするオファリングは、購入してデプロイ済のものです。このオファリングに関連する設定データは、オファリングを使用可能にしたときにOracle BI Applications構成マネージャに表示されます。


	要素	説明
	
BI Applicationsオファリング

	
このリストは使用可能なオファリングを表示するために使用します。


	
使用可能

	
「使用可能」チェック・ボックスを使用して、オファリングを使用可能または使用不可にします。











D.8 BI Applicationsの管理: 「Business Intelligence Applicationオファリングおよび関連ソース」タブ

このタブを使用して、Oracle BI Applicationsオファリングに関連付けられているソースを使用可能/使用不可にします。


	要素	説明
	
Business Intelligence Applicationsオファリングおよび関連ソース

	
このリストでオファリングを開くと、そのオファリングに関連付けられているソース・インスタンスが表示されます。


	
使用可能

	
「使用可能」チェック・ボックスを使用して、オファリングに関連付けられているソース・インスタンスを使用可能または使用不可にします。











D.9 優先通貨の管理

このダイアログを使用して、優先通貨名を表示します。優先通貨名は、Oracle Business Intelligenceにログインしたユーザーの「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで、Oracle Business Intelligenceダッシュボードの「通貨」ドロップダウンで使用されます。優先通貨は「編集」アイコンをクリックして編集することもできます。たとえば、組織が元帳通貨ではなく現地通貨を優先する場合、このダイアログを使用して、デフォルト値を「元帳通貨」から「現地通貨」に変更します。


	要素	説明
	
優先通貨

	
このペインは優先通貨の名前を表示するために使用します。

優先通貨名を変更するには、「編集」アイコンをクリックして「優先通貨名の編集」ダイアログを表示します。











D.10 ウェアハウス言語の管理

このタブを使用して、ETLプロセスの実行時にBusiness Analytics Warehouseにデータをロードする言語を指定します。Oracle BI Applicationsをインストールすると、「英語(アメリカ)」がデフォルトで有効になります。デプロイする言語を有効にしてください。

「ベース言語」も指定できます。「ベース言語」は、ETLプロセスで有効になった言語のデータを見付けることができない場合に使用されます。たとえば、フランス語が有効な言語で、英語(アメリカ)がベース言語の場合は、それぞれの言語に対する2つの行が設定されます。フランス語の値が使用できない場合は、英語(アメリカ)の値が代入されます。


	要素	説明
	
ビジネス分析ウェアハウス言語の管理

	
このリストを使用して使用可能な言語を表示し、サポートする必要がある言語を有効にします。

「インストール済」列を使用して、デフォルト値を「使用不可」から「インストール済」に変更します。これにより、選択した言語が有効になります。

その他の表の列に表示されているデータは読取り専用です。


	
ベース言語の設定

	
このオプションを使用してベース言語を指定します。ベース言語は青いドットでマークされます。ベース言語は1つしか指定できません。

デフォルトのベース言語は「英語(アメリカ)」です。別のベース言語を選択する場合は、表のレコードを選択して、「ベース言語の設定」アイコンをクリックします。現在のベース言語レコードを選択した場合、このアイコンはグレー表示されます。











D.11 「ソースの登録」ダイアログ

このダイアログを使用して、ソース・インスタンスを登録します。Oracle BI Applicationsの新規インストールでは、ソース・インスタンスを1つ以上登録して使用可能にする必要があります。

「ソースの登録」ダイアログには、次の2つのデータ・エントリ・ページがあります。

	
構成マネージャでのソース登録


	
Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録







	
注意:

接続詳細をODIリポジトリに伝播するには、「構成マネージャでのソース登録」ページと「Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録」ページの両方に情報を入力して保存する必要があります。











D.11.1 構成マネージャでのソース登録

次の表は、「構成マネージャでのソース登録」フィールドについて説明しています。


	要素	説明
	
製品ライン

	
ソース・インスタンスの製品ライン。


	
製品バージョン

	
ソース・インスタンスの製品ラインのバージョン番号。


	
ソース・インスタンス名

	
BI Applicationsデータ・ロード用のデータのソースとして機能するトランザクション・システムに対して、BI Applicationsシステム管理者によって付けられた名前。機能設定タスクおよびパラメータやドメイン・マップなどのオブジェクトの値の設定はソース・インスタンスに関連して実行されるため、ソース・インスタンスは重要です。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号が必要です。


	
摘要

	
(オプション)ソース・インスタンスに関する追加情報


	
データ・ソース番号

	
ソース・インスタンスを識別するために使用される一意の、ユーザー指定の番号。

「データ・ソース番号」の値によってデータ・ソースが指定され、そのデータをOracle Business Analytics Warehouse内で識別できるようになります。各ソース・インスタンスには一意のデータ・ソース番号の値が必要です。











D.11.2 Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録

「Oracle Data Integratorトポロジでのソース登録」ページには、次のウィンドウが表示されます。

	
Oracle Data Integrator接続情報


	
コンテキスト詳細の提供


	
接続詳細の提供






D.11.2.1 Oracle Data Integrator接続情報

「Oracle Data Integrator接続情報」ウィンドウは、ページの最上部に表示されます。このウィンドウに表示される情報は読取り専用で、指定された製品ライン・バージョンに基づいて、ODIリポジトリからOracle BI Applications構成マネージャに渡されます。





D.11.2.2 コンテキスト詳細の提供

「コンテキスト」ドロップダウン・リストでは、「グローバル」を選択する必要があります。Oracle BI Applicationsのインタフェースは値「グローバル」を使用するように設計されているため、この値を指定する必要があります。





D.11.2.3 接続詳細の提供

「接続詳細の提供」ウィンドウには次のタブが含まれます。

	
テクノロジ: Oracle


	
テクノロジ: ファイル・システム






D.11.2.3.1 テクノロジ: Oracle

このタブを使用して、「Oracle Data Integrator接続情報」ウィンドウで選択したモデルのトランザクション・データベースの接続詳細を設定します。


	要素	説明
	
ODIデータ・サーバー名

	
トランザクション・データベースのODIデータ・サーバー名。


	
JDBCドライバ

	
トランザクション・データベース接続のJDBCドライバ。

デフォルト値のままにします。

JDBCドライバとJDBC URLは、トランザクション・データベースのODIでデータ・サーバーと物理スキーマを作成するために必要です。


	
JDBC URL

	
トランザクション・データベース接続のJDBC URL。

このURLの形式は、次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>


	
データベース・ユーザー名

	
トランザクション・データベースのデータベース・ユーザー名。


	
データベース・パスワード

	
トランザクション・データベースのパスワード。


	
テスト

	
このボタンを使用して、トランザクション・データベースへの接続をテストします。











D.11.2.3.2 テクノロジ: ファイル・システム

このタブを使用して、「Oracle Data Integrator接続情報」ウィンドウで選択したモデルのファイル・システムの接続詳細を設定します。

このタブには表示されない列があり、そこにはデフォルト値が設定されています。これらの値を変更する必要はありません。


	要素	説明
	
ODIデータ・サーバー名

	
ファイル・システムのODIデータ・サーバー名。


	
ホスト名

	
ファイル・システムが置かれているホスト・マシンの名前。


	
ファイルへのパス

	
Business Analytics Applications SuiteのインストーラによってインストールされたETLファイルのディレクトリ・パス。

デフォルトの場所は、<BI用Oracleホーム>/biapps/etlです。


	
配列フェッチ・サイズ

	
データ・サーバーとの通信を行うたびに、ODIによってリクエストされる行の数。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
バッチ更新サイズ

	
1つのINSERTコマンドに含まれる行の数。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
JDBCドライバ

	
トランザクション・データベース接続のJDBCドライバの名前。

デフォルト値のままにすることをお薦めします。

JDBCドライバとJDBC URLは、トランザクション・データベースのODIでデータ・サーバーと物理スキーマを作成するために必要です。

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。


	
JDBC URL

	
トランザクション・データベース接続のJDBC URL。

このURLの形式は、次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>

注意: この列は表示されない場合があります。この列を表示するには、「表示」、「列」、「すべて表示」をクリックします。



















 
E DDLの生成と表および索引への表領域の割当て


この付録では、DDLを生成してBusiness Analytics Warehouseの表にデプロイする方法と、表領域を表および索引に割り当てる方法について説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
第E.1項「概要」


	
第E.2項「Business Analytics Warehouse DDLの生成」


	
第E.3項「Oracle BI Applicationsへのパッチ適用」


	
第E.4項「表領域の割当て」






E.1 概要

Business Analytics Warehouseの表は、インストール・プロセスの実行時、Business Analytics Applications Suiteのポジトリ作成ユーティリティ(RCU)が付属のDDLスクリプトを実行したときに自動的にデプロイされます。RCUでは、個々の表や関連する索引にどの表領域を割り当てるのかという確認画面は表示されず、付属のDDLを変更するメカニズムも提供されません。Business Analytics Warehouseのデータ・モデルを変更する場合は、ODIを使用して新しいDDLスクリプトを生成する必要があります。

Business Analytics WarehouseのDDLの再生成が推奨されるのは、次のような場合です。

	
既存の表を変更するか、表を新規作成することによって、Business Analytics Warehouseを変更する場合。


	
個別の開発環境を持つ場合。この場合には、各環境に対してRCUを実行するのではなく、ODIを使用して、これらの環境でBusiness Analytics Warehouseの表をデプロイするために実行するDDLを生成する必要があります。


	
Business Analytics Warehouseのデータベース・ユーザーに割り当てられるデフォルトの表領域は、表や索引などのオブジェクトがRCUによって作成される場合、すべての表および索引に使用されます。DWの表には、データベース・ユーザーに関連付けられたデフォルトの表領域とは異なる表領域を割り当てることをお薦めします。


	
パッチまたはアップグレードが適用されたことで、ODIデータが変更されるか、新しいODIデータ・ストアが導入された場合、それに対応するデータベース・テーブルも変更または作成する必要があります。




データベースは直接変更ができますが、これらの変更はODIリポジトリと同期化する必要があります。このためには、Oracle BI Applicationsリバース・ナレッジ・モジュール(RKM)を実行して、変更内容をODIに適用します。このRKMを実行しない場合、ODIはこれらの変更を認識せず、影響を受けるウェアハウス表に適用するときに問題が発生する可能性があります。





E.2 Business Analytics Warehouse DDLの生成

Business Analytics Warehouse DDLを生成するには、次の手順に従います。

Business Analytics Warehouse DDLを生成するには:

	
ODI Studioを起動して、デザイナ・ナビゲータを表示します。


	
「プロジェクト」エディタで、Components、DW、Oracle、Generate DW DDLのフォルダを拡張します。


	
GENERATE_DW_DDLシナリオを実行します。

次の情報を指定します。


	オプション	説明
	
CREATE_SCRIPT_FILE

	
Trueに設定すると、DDLスクリプトを含む.sqlファイルが作成されます。これは変更内容を確認するために役立ちます。SCRIPT_LOCATIONオプションに値が設定されていない場合、プロシージャがoraclediディレクトリにbiappsddl.sqlという名前のファイルを作成します。


	
REFRESH_MODE

	
FULLまたはINCREMENTAL

FULLにすると、CREATE文を使用して、データ・ウェアハウス全体に対するDDLが作成されます。「表マスク」オプションは無視されます。

INCREMENTALにすると、ODIデータ・ストアとデータベース内の表が比較されます。このプロセスではデータ・ウェアハウス全体を比較すると非常に長い時間がかかる可能性があるので、このオプションは「表マスク」オプションと一緒に使用する必要があります。


	
CHARCLAUSE

	
Unicodeサポートのために提供されます。Trueに設定すると、DDLにCHAR句が含まれます。


	
RUN_DDL

	
Trueに設定すると、ユーザーのウェアハウスに対してDDLが実行されます。


	
SCRIPT_LOCATION

	
スクリプトを作成する場合、このフィールドはスクリプトの作成場所を示します。


	
TABLE_MASK

	
デフォルトの%では、すべての表が比較されます。表のサブセットや単一の表のみに対するDDLを作成する場合は、この値を変更できます。たとえば、ディメンション表に対するdiffスクリプトを作成する場合は、この値をW_%_Dに設定します。










ODIに変更を加える場合は、次の点に注意してください。

	
FULL(完全)モードでは、データベースにすでにデプロイされている内容に関係なく、すべての表と順序を作成するスクリプトが生成されます。INCREMENTAL(増分)モードでは、ODIと、表および列のデータベース定義が比較されます。どちらのモードでも、索引の作成、変更、削除は行われません。


	
列の追加または変更:

	
列の追加: ODIでは列名の重複は許可されますが、DDLをデータベースにデプロイするときにエラーが発生します。


	
列の変更:

- ODIでの列名の変更は、既存の列を削除して、データベースに新しい列を追加する方法で処理されます。つまり、その列の既存のデータはすべて失われることになります。プロシージャは列名に対して機能します。DDLを生成するときに、プロシージャはデータベースと、列のODI定義を比較します。ODIで列名が変更されていると、その列がデータベース内で見つからないために、追加されます。

- データ型、スケール、精度、nullの可能性への変更は、ALTER文としてサポートされます。

- 事前構成された列は変更しないでください。これらの機能を変更する必要がある場合は、独自のカスタム列が導入されます。

- 既存の列のサイズを大きくすることはできますが、小さくすることはできません。同様にデータ型も、既存のデータにすでに対応している型に変更することはできますが(CHARのVARCHARへの変更や、DATEのDATETIMEへの変更など)、あまり対応していないデータ型には変更しないでください(VARCHARからNUMBERへの変更など)。ODIでのこの種の変更は可能ですが、DDLをデプロイする際、問題が発生する可能性が高くなります。


	
列の削除: 事前構成された列は削除しないでください。削除できるのはカスタム列のみです。ODIリポジトリから列を削除すると、ALTER文を使用して表からその列が削除されます。これは、データベースに存在してODIには存在しない列を識別することで実行されます。(つまり、ODIで列名を変更すると、削除と追加の文が生成されます)。





	
索引の追加または変更:

	
索引の追加: ODIでは索引名の重複と索引の定義の重複は許可されますが、DDLをデータベースにデプロイするときにエラーが発生します。


	
索引の変更:

- 索引は、ロード計画の実行時のみ削除および作成されます。索引はこのプロシージャでは同期化されません。

- 事前構成された索引への変更は完全にサポートされています。一意性やアクティブ/非アクティブへの変更もサポートされます。主要なユースケースとしては、事前構成された索引をアクティブまたは非アクティブにすることがあげられます。

- 事前構成された索引名は変更しないでください。以前にロード計画が実行され、索引が作成されている場合、その索引は古い名前のままでデータベースに存在し続けています。ODIはこの索引を認識しないため、ロード計画の実行時に問題が発生する可能性があります。


	
索引の削除:

- 削除できるのはカスタム索引のみで、事前構成された索引は削除できません。

- 事前構成された索引が必要なくなった場合は、非アクティブにしてください。





	
表の追加または削除: ODに新しい表を追加したり、ODの既存の表を削除したりできます。

	
ODIに表が追加され、その表がデータベースに存在しない場合は、CREATE TABLE文を使用して追加されます。


	
ODIから表が削除され、その表がデータベースにまだ存在している場合は、DROP TABLE文が生成されます。


	
事前構成された表は削除しないでください。





	
順序の追加または削除:

新しい表にROW_WID列が含まれ、<TABLE_NAME>_SEQという形式に従っている場合は、ODIに順序を追加する必要があります。新しい表にSCD1_WID列が含まれ、<TABLE_NAME>_S1Wという命名規則に従っている場合は、ODIに順序を追加する必要があります。

	
ODIに順序が追加され、それがデータベースに存在しない場合は、CREATE SEQUENCE文を使用して追加されます。


	
ODIから順序を削除しても、データベースからは削除されません。











E.3 Oracle BI Applicationsへのパッチ適用

Oracle BI Applicationsにパッチを適用するには、既存の表の変更や新しい表の導入など、データベース・オブジェクトの変更が必要になる場合があります。Oracleから、ユーザーが変更を既存のODIリポジトリ定義とマージするために使用するパッチが提供されます。次に、これらの変更を、データベースにデプロイする必要があります。ユーザーが導入した新しい表、列、索引は保持されます。事前構成された表、列、索引に変更を加えた場合は、必ず競合解決プロセスを実行する必要があります。





E.4 表領域の割当て

Oracle Studioのデザイナ・ナビゲータを使用して、データ・ウェアハウス表(W_%_DやW_%_Fなどの表)、それらに関連付けられた索引およびステージング表(W_%_DSやW_%_FSなどの表)をデフォルトの表領域を割り当てることができます。索引は、このユーティリティでは作成されませんが、ETLプロセスの実行時に作成され、ODIで割り当てられた表領域に反映されます。

データ・ウェアハウス表に表領域を割り当てるには:

	
ODI Studioを起動して、デザイナ・ナビゲータを表示します。


	
「モデル」エディタで、Oracle BI Applicationsモデルを拡張します。


	
Oracle BI Applicationsモデルを編集し、OBI表領域フレックスフィールドに、これらのオブジェクトで使用する表領域の値を割り当てます。すべてのデータ・ウェアハウス表と索引が、ここで定義した表領域を使用することになります。


	
(オプション)個々の表をオーバーライドすることで、モデル・レベルで割り当てたものとは異なる表領域を使用できます。特定のデータ・ストアを編集し、OBI表領域フレックスフィールドに、この表で使用する表領域の値を割り当てます。


	
(オプション)個々の索引に表領域を割り当てるには、定数を編集して、使用する表領域名と一致するようにOBI表領域フレックスフィールドの値を指定します。










 
F インタラクティブ・ダッシュボードとSiebel Operational Applicationデータの統合


この付録では、Oracle Business Intelligence ApplicationsをSiebel CRMアプリケーションとともに実行するために必要な構成手順について説明します。

Oracle BI Serverを構成し、ダッシュボードにアクセスできる状態にしたら、Siebel Operational Application内でAnalyticsダッシュボードを表示するために、Siebel Operational Applicationを更新する必要があります。Siebel Operational Applicationの初期化を完了するには、次のプロセスを実行する必要があります。

	
第F.1項「Siebel Operational Applicationの更新」


	
第F.2項「カスタマイズされたスタイルシートの再適用」


	
第F.3項「Oracle Business IntelligenceをOracle Siebel Web Server Extension (SWSE)とともに構成する方法」


	
第F.4項「SWSEとOracle BIプレゼンテーション・サービスに対する1つの仮想IPアドレスの作成」


	
第F.5項「Oracle Business IntelligenceおよびSWSEの仮想IP構成のテスト」


	
第F.6項「Oracle BIアクション・リンクの構成について」


	
第F.7項「オプションの分析アプリケーションへのアクセス」


	
第F.8項「Oracle BI Applicationのホーム・ページとダッシュボードのカスタマイズ」


	
第F.9項「事前構成されたダッシュボードに関する情報の表示」






F.1 Siebel Operational Applicationの更新

次のタスクでは、Siebel Operational Applicationのホスト名を、Oracle BIプレゼンテーション・サービスを実行するマシンのホスト名に変更します。

Siebel Operational Applicationを更新するには:

	
Siebel Operational Applicationを開きます。


	
「ビュー」、「サイトマップ」の順に移動します。


	
「統合管理」画面をクリックします。


	
「ホスト管理」ビューをクリックします。


	
「仮想名」カラムでNQHOSTに対するクエリーを実行します。

	
Windowsの場合は、<AnalyticsServerName>のホスト名を、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービスを実行するマシンのホスト名に変更します。


	
AIXまたはSolarisでは、<AnalyticsServerName>のホスト名をポート名に変更します。

たとえば、servername.siebel.com:8080です。




	
注意:

UNIXプラットフォームのみ: Oracle Business Intelligenceユーザー・インタフェースでアクション・リンクが確実に機能するようにするには、サーバー名にドメイン名の接尾辞を追加する必要がある場合があります。













	
アプリケーションからログアウトして、ログインしなおします。








F.2 カスタマイズされたスタイルシートの再適用

Oracle Siebel Business Analyticsバージョン7.7以降では、次のスタイルシートに新しいスタイルが追加されています。

	
Go.css


	
PortalBanner.css


	
PortalContent.css


	
Views.css




これらの新しいクラスはスタイルシートで識別されます。今回のバージョンのOracle Business Intelligenceでは、新しいスタイルとファイルを基盤になるスタイルシート(s_Siebel7など)に追加する必要があります。完全な機能を使用するには、すべてのカスタム・スタイルに同様の更新が必要です。さらに、views2.cssとその他いくつかのファイルがs_ directoryに追加されています。カスタム・カラムのフォーマットを適切に機能させるには、PortalBanner.css、PortalContent.css、Views.cssのTD Stylesセクションから、フォントサイズおよびファミリーへの参照を削除する必要もあります。

このようにスタイルを変更するため、自分の配置のカスタマイズを手動でレビューして、再適用し、問題が発生しないように全体をテストしてください。

テストの実行後、デフォルトのviews.cssファイルをコピーして実行サーバーに戻す前に、サーバー上で次のタスクを実行してサーバーキャッシュをクリアします。

サーバーキャッシュをクリアしてデフォルトビューを復元するには:

	
Oracle Business Intelligence Server、Oracle BIプレゼンテーション・サービスおよびIISを停止します。


	
カスタムのviews.cssを、インストールしたディレクトリから削除します。

例:


$INSTALL\web\app\res\s_Siebel7\b_mozilla_4


または


$INSTALL\OracleBIData\Web.


	
Oracle BIプレゼンテーション・サービスのサーバーキャッシュをクリアします。

C:\WINNT\Tempディレクトリで、nQs_*.tempファイルを削除します。


	
ブラウザキャッシュをクリアします。

Internet Explorerメニューで、「ツール」、「インターネット オプション」、「設定」、「ファイルの表示」の順に移動して、ディレクトリ内のすべてのファイルを削除します。


	
デフォルトのviews.cssファイルを適切なディレクトリに復元します。


	
Analytics Server、Oracle BIプレゼンテーション・サービスおよびIISを再起動します。








F.3 Oracle Business IntelligenceをOracle Siebel Web Server Extension (SWSE)とともに構成する方法

Oracle Business IntelligenceとSiebel Web Server Extension (SWSE)を別々のマシンで実行する場合には、アクション・リンクとインタラクティブ・チャートが機能するように、常に追加の構成手順を実行する必要があります。たとえば、SWSEとOracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービスを異なるWebサーバーで実行する場合は、なんらかのネットワークまたはロード・バランシング・メカニズムを使用して、2つのマシンに対する1つの論理ドメイン(または仮想IPアドレス)を作成する必要があります。

2つのマシンに1つの仮想IPアドレスが作成されている場合、Webブラウザは1つのIPアドレスにアクセスしますが、アクセスしたポートに基づいて別々の物理マシンにルーティングされます。ブラウザからは、両方のサーバーが同じIPアドレスで実行されているように見えます。

1つの論理ドメインを作成するには、SWSEとOracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービスを1つのマシンで実行する方法(SWSEをロード・バランシングしない場合)、ルーターを使用してマッピングする方法またはロード・バランシング・ソフトウェアを使用する方法など、いくつかの物理的な方法があり、このいずれかを使用できます。会社で使用しているトポロジを考慮して、このルーティングを実行する最も適したメカニズムを決定する必要があります。

Oracle Business IntelligenceがSiebel Web Extensionとともに機能するように構成するには、次のタスクを実行します。

	
第F.4項「SWSEとOracle BIプレゼンテーション・サービスに対する1つの仮想IPアドレスの作成」


	
第F.5項「Oracle Business IntelligenceおよびSWSEの仮想IP構成のテスト」








F.4 SWSEとOracle BIプレゼンテーション・サービスに対する1つの仮想IPアドレスの作成

Siebel Web Server Extension (SWSE)とOracle BIプレゼンテーション・サービスに対して1つの仮想IPアドレスを作成して、すべてのサーバーが同じ仮想マシン上で実行されているように見えるようにします。最も簡単な方法は、Oracle BIプレゼンテーション・サービスを、SWSE(通常はポート80で実行)とは別のポート(たとえばポート84)で実行するように構成することです。

たとえば、SWSEが<machine1>:port 80と<machine2>:port 80でロード・バランシングされており、Oracle BIプレゼンテーション・サービスが<machine3>:port 84で実行されており、仮想アドレスがhttp://siebel.company.comと定義されているとします。この場合、ネットワークまたはロード・バランシング・ソフトウェアは、http://siebel.company.com to <machine1> and <machine2>のようなリクエストと、http://siebel.company.com:84 to <machine3>のようなリクエストをルーティングするように構成する必要があります。

Siebel Web EngineとOracle BIプレゼンテーション・サービスに対して1つの仮想IPアドレスを作成するには:

	
ネットワーク上で、<virtual domain>から<physical Siebel Web Server Extension machine>に直接リクエストを送るようにCSSを設定します。

	
頭字語のCSSは、仮想IP構成を実行するために使用するロードバランサまたはルーターを表しています。


	
<virtual domain>は、ユーザーがSiebelアプリケーションに移動するために入力する仮想IP接頭辞です(前述の例では、http://siebel.company.com)。





	
ネットワーク上で、<virtual domain>:84から<physical Oracle BI Presentation Services machine>:84に直接リクエストを送るようにCSSを設定します。


	
Siebelアプリケーションで、「Siebel管理」画面を使用して、Oracle Business IntelligenceのシンボリックURLのNQHostパラメータが、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーの物理マシンを直接指すのではなく、<virtual domain>:84を指すように設定します。




	
注意:

Oracle Siebel Business Analytics 7.5.3のバージョン7.7よりも前のバージョンを実行する場合は、次の追加手順を実行します。










	
Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバー・マシンのSiebelアプリケーションで、\SOFTWARE\Siebel Systems, Inc.\Siebel Analytics\Web\7.5\Chartsというレジストリ設定を検索します。


	
ForceFileBasedPainterという新しいキーを追加して、Data文字列にTRUEと入力します。








F.5 Oracle Business IntelligenceおよびSWSEの仮想IP構成のテスト

クライアント・ブラウザを使用して、物理マシンのアドレスから直接アクセスしたときにOracle Business IntelligenceとSWSEが機能することを検証するには、次の手順に従います。<virtualdomain>には、第F.4項「SWSEとOracle BIプレゼンテーション・サービスに対する1つの仮想IPアドレスの作成」で作成した仮想IPアドレスを代入します。

Oracle Business IntelligenceおよびSWSEを使用して仮想IP構成をテストするには:

	
クライアント・ブラウザで、<virtual domain>:84/analyticsと入力します。Oracle Business Intelligenceのログイン画面が表示されます。


	
クライアント・ブラウザで、<virtual domain>/callcenter (または他のSiebelアプリケーション)と入力します。SWSEが表示されます。


	
Siebelアプリケーション内の「分析」画面に移動して、Oracle Business Intelligenceが表示されることを確認します。


	
Oracle Business Intelligenceのチャートやアクション・リンクにアクセスします。








F.6 Oracle BIアクション・リンクの構成について

Oracle BIアクション・リンクを構成して使用する方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。特に、第III部「アクション・フレームワークの構成」の第7章「Oracle BI EEのOracle Siebel CRMへの埋込み」を参照してください。





F.7 オプションの分析アプリケーションへのアクセス

Siebel Operational Applicationとともに購入したオプションに応じて、対応するOracle Business Intelligenceオプションにアクセスするために追加の手順を実行する必要があります。Oracle Business Intelligence用の追加オプションは次のとおりです。

	
Oracle Sales Analytics


	
Oracle Service Analytics


	
Oracle Marketing Analytics


	
Oracle Price Analytics


	
Oracle Partner Analytics




デフォルトでは、これらのオプション領域に含まれるダッシュボードやレポートは非表示になっています。たとえば、SalesアプリケーションとともにSales Analyticsを購入した場合は、Sales Analyticsにアクセスするために次の追加手順を実行する必要があります。

Sales Analyticsのオプションを有効にするには:

	
Oracle Business Intelligenceに管理者としてログインします。


	
「アンサー」、「Oracle BIプレゼンテーション・サービス管理」の順に移動して、プレゼンテーション・サービスのグループとユーザーを管理するためのオプションを選択します。


	
選択したオプションに対応するWebグループを検索します。

Webグループのオプションは次のとおりです。

	
Forecastingなし


	
Forecasting Liteなし


	
Universal Queuingなし


	
Email Responseなし


	
Service Agreementsなし


	
Partner Marketingなし


	
Partner ERMなし


	
Partner ISSなし





	
「編集」アイコンをクリックします。


	
「グループ会員」セクションで、削除アイコン(x)をクリックして、分析ユーザーをこのグループから削除します。


	
「終了」をクリックして、アプリケーションをログアウトします。


	
再びログインして、その他のオプションのダッシュボードやレポートにアクセスします。








F.8 Oracle BI Applicationのホーム・ページとダッシュボードのカスタマイズ

Oracle Business Intelligenceアプリケーションのホーム・ページとダッシュボードをカスタマイズするには、次の手順を実行します。

	
シンボリックURLを使用するために新しいホーム・ページを構成します(第F.8.1項「シンボリックURLを使用するための新しいホーム・ページの構成」を参照)。


	
Oracle BIレポートのパス引数を定義します(第F.8.2項「Oracle BIレポートのパス引数の定義」を参照)。


	
カスタムのOracle BIインタラクティブ・ダッシュボードにビューを追加します(第F.8.3項「カスタムのOracle BIインタラクティブ・ダッシュボードへのビューの追加」を参照)。






F.8.1 シンボリックURLを使用するための新しいホーム・ページの構成

Oracle Business IntelligenceアプリケーションとSiebel Operational Applicationとの統合には、シンボリックURLインフラストラクチャが使用されます。次のタスクは、シンボリックURLを使用して新しいレポートをSiebel Operational Applicationのホーム・ページにリンクする方法と、Siebel Operational Applicationに新しいAnalyticsダッシュボードを追加する方法を示しています。シンボリックURLでは、外部アプリケーションへのHTTPリクエストの構築方法を指定し、リクエストの一部として送信される引数や値を定義します。




	
注意:

シンボリックURLインフラストラクチャの詳細は、『Siebelポータル・フレームワーク・ガイド』を参照してください。このトピックでは、Siebelポータル・フレームワーク・ガイドに示された手順に従って、外部コンテンツにリンクするシンボリックURLが正常に構築されていると想定しています。









Siebel Operational Applicationホーム・ページの各分析レポートには、ホーム・ページを分析レポートにリンクするように定義するシンボリックURLレコードが存在します。この定義がまだ行われていない場合は、新しいホーム・ページを作成して、シンボリックURLを使用するように設定します。

次の図は、インラインとIFrameのシンボリックURLの引数を示しています。


図F-1 シンボリックURLの引数の例

[image: このイメージは画面の入力例です。]



新しいホーム・ページを構成してシンボリックURLを使用するには:

	
シンボリックURLが設定済であることを確認します。


	
Siebel Operational Applicationを起動して「統合管理」に移動し、「シンボリックURL管理」ビューを開きます。


	
分析用に設定されたシンボリックURLに対するクエリーを実行します。

このシンボリックURLの名前は、「ビジネスコンポーネント」に追加したフィールドの計算値と正確に一致する必要があります。たとえば、HomePageAnalyticsという名前のシンボリックURLになります。


	
「URL」フィールドにWebのURLを入力します。たとえば、次のようになります。


http://NQHOST/Analytics/saw.dll


「ホスト名」で、ドロップダウン・リストからAnalytics Serverの名前を選択します。次の表は、レポートに関するその他のパラメータを示しています。


	パラメータ	値
	
NQHOST

	
Oracle BIプレゼンテーション・サービスのマシンを指すURL内の仮想名


	
修理名

	
内部アプレット


	
SSO処置

	
インライン


	
Oracle BIプレゼンテーション・サービスのアプリケーション名

	
ドロップダウン・リストから選択








	
適切なシンボリックURL引数を作成します。

これらの引数は、表示しようとする特定の分析レポートによって異なります。引数の値は、使用する分析レポートと同じにする必要があります(パス引数の値を除く)。分析レポートへのパスを定義するには、第F.8.2項「Oracle BIレポートのパス引数の定義」に示す手順を使用します。








F.8.2 Oracle BIレポートのパス引数の定義

パス引数により、Oracle BIプレゼンテーション・サービスのレポートへのパスがシンボリックURLに提供されます。(たとえば、/shared/Sales/Pipeline/Overview/Top 10 Deals。)レポートへのパスを定義するには、次の手順に従います。

レポートへのパスを定義するには:

	
管理者としてOracle BIプレゼンテーション・サービスにログオンします。


	
Siebel Operational Applicationで、「アンサー」、「Oracle BIプレゼンテーション・サービス管理」の順に移動します。


	
「分析カタログの管理」を選択して、自身のレポートに移動します。


	
このパス名をシンボリックURLの引数に追加します。

次の表は、レポートに関するシンボリックURLのパス引数を示しています。


	名前	タイプ	パス引数の値	追加	順番
	
Cmd

	
定数

	
GO

	
Y

	
1


	
Path

	
定数

	
/shared/Sales/Pipeline/Overview/Top 10 Deals

	
Y

	
2


	
Syndicate

	
定数

	
Siebel

	
Y

	
3


	
nQUser

	
コマンド

	
UseSiebelLoginId

	
Y

	
4


	
nQPassword

	
コマンド

	
UseSiebelLoginPassword

	
Y

	
5


	
PostRequest

	
コマンド

	
PostRequest

	
Y

	
6














F.8.3 カスタムのOracle BIインタラクティブ・ダッシュボードへのビューの追加

このタスクは、Oracle Business Intelligenceレポートをホーム・ページに追加する方法と似ています。

	
Oracle Siebel Toolsを使用して、新しいビューを設定します。


	
Siebel Operational Applicationで、このビューのシンボリックURLを定義します。




シンボリックURLを使用するビューの設定方法については、『Siebelポータル・フレームワーク・ガイド』を参照してください。

Analyticsダッシュボードに対してシンボリックURLを構成するには:

	
シンボリックURLを定義します。

	
「サイトマップ」、「統合管理」、「シンボリックURL管理」の順に移動します。


	
「シンボリックURL管理」ビューで、新しいレコードを追加します。





	
シンボリックURLの引数を定義します。

	
「シンボリックURL管理」に移動します。


	
「シンボリックURL管理」リストで、構成するシンボリックURLを選択します。













F.9 事前構成されたダッシュボードに関する情報の表示

組織で事前構築されたアプリケーションをインストールしている場合は、カタログ・マネージャを使用して、事前構成されたダッシュボードに関する情報を検索および表示できます。ダッシュボードとリクエストは公開することをお薦めします。



F.9.1 ダッシュボードとリクエストの公開

組織で購入したOracle Business Intelligenceのオプションによっては、関連するダッシュボードやリクエストをOracle BIプレゼンテーション・サービスとカタログ・マネージャで表示できるようにするために、これらのオプションを公開する必要がある場合があります。次のアプリケーションが事前構築されているサイトがこれに該当します。

	
Sales Analytics


	
Service Analytics


	
Contact Center Analytics


	
Marketing Analytics


	
Partner Analytics








F.9.2 ダッシュボード、ページ名、レポートの検索

カタログ・マネージャでは、事前構築されたアプリケーションとともに配布されるプレゼンテーション・カタログは、プレゼンテーション・カタログ→共有フォルダ→事前構築されたアプリケーション名→_portalフォルダ→ダッシュボード名→ページ名という構造になっています。レポートを見付けるためのパスは、プレゼンテーション・カタログ→共有フォルダ→事前構築されたアプリケーション名→フォルダ名→レポート名になります。









 
G Siebelシステムの主題の範囲用に事前構成されたマッピング


この付録では、Siebelシステムの主題の範囲用に事前構成されたマッピングについて説明します。

この付録はSiebelソース・システムのみに適用されます。



G Siebelシステムの主題の範囲用に事前構成されたマッピングについて

Oracle Siebel Applicationsのユーザー向けに、表G-1では、SAシステムの主題の範囲用に事前構成されたマッピングについて説明しています。Siebelトランザクション・データベースに用意されていないフィールドは、この表に示す値にデフォルト設定されます。

	
デフォルト値のオーバーライド。これらのフィールドには、S_USERテーブルに対する拡張テーブルを作成することで、ユーザー固有の値を追加できます。これにより、これらのフィールドのユーザー固有のデフォルト値を保存できるようになります。さらに、デフォルト値を変更することもできます。次の論理テーブルのメタデータを変更することで、物理的な拡張テーブルを追加できます。


SA User.(User)


手順の詳細は、Oracle Siebel Business Applicationsのテーブルとカラムに関するドキュメントを参照してください。


	
プロバイダ情報の設定。通常、Oracle Business Analytics Warehouseの携帯電話とファックスの番号には、プロバイダ名は含まれません。つまり、「ポケベル」は通常は555-483-3843などの数値になります。このアドレスにプロバイダを追加するには、次のガイドラインを使用します。

	
企業全体が同じプロバイダを持つ場合は、カラム・マッピングにそのプロバイダを追加できます。


	
ユーザーが複数の異なるプロバイダを持つ可能性がある場合は、拡張テーブルを作成する必要があります。手順の詳細は、Oracle Siebel Business Applicationsのテーブルとカラムに関するドキュメントを参照してください。








表G-1 SAシステムの主題の範囲のユーザー・テーブル用に事前構成されたマッピング

	論理カラム	物理テーブル	表現	コメント
	
携帯電話

	
	
''

	
このフィールドにSMTPアドレスが含まれる場合は、S_CONTACT.CELL_PH_NUMにマッピングされる場合があります。


	
携帯電話の優先順位

	
	
''

	
Nにデフォルト設定されます。


	
表示名

	
S_CONTACT

	
"Real Time OLTP"."".SIEBEL.S_CONTACT_User.FST_NAME || ' ' || "Real Time OLTP"."".SIEBEL.S_CONTACT_User.LAST_NAME

	
姓と名が連結されます。


	
電子メール

	
S_CONTACT

	
EMAIL_ADDR

	

	
電子メールの優先順位

	
	
'HNL'

	
Nにデフォルト設定されます。


	
電子メールタイプ

	
	
'html'

	
HTMLにデフォルト設定されます。


	
グループ名

	
S_RESP

	
NAME

	

	
ハンドヘルド

	
	
''

	
空の文字列にデフォルト設定されます。


	
ハンドヘルドの優先順位

	
	
''

	
空の文字列にデフォルト設定されます。


	
言語

	
	
'en'

	
'en'にデフォルト設定されます。


	
ロケール

	
	
'en'

	
'en'にデフォルト設定されます。


	
ログオン

	
S_USER

	
LOGIN

	

	
ポケベル

	
	
''

	
このフィールドにSMTPアドレスが含まれる場合は、S_CONTACT.PAGER_PH_NUMにマッピングされる場合があります。


	
ポケベルの優先順位

	
	
''

	
Nにデフォルト設定されます。


	
タイムゾーン

	
S_TIMEZONE

	
NAME

	













H Oracle BI Applicationsリリース11.1.1.8.1で使用可能な言語


この付録では、Oracle BI Applicationsリリース11.1.1.8.1で使用可能な言語のリストを提供します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
第H.1項「リリース11.1.1.8.1で使用可能な言語」






H.1 リリース11.1.1.8.1で使用可能な言語

表H-1は、Oracle BI Applicationsリリース11.1.1.8.1で使用可能な言語を示しています。


表H-1 リリース11.1.1.8.1で使用可能な言語

	言語	コード
	
アラビア語

	
l_ar


	
中国語(簡体字)

	
l_zh-CN


	
中国語(繁体字)

	
l_zh-TW


	
クロアチア語

	
l_hr


	
チェコ語

	
l_cs


	
デンマーク語

	
l_da


	
オランダ語

	
l_nl


	
英語

	
l_en


	
フィンランド語

	
l_fi


	
フランス語

	
l_fr


	
フランス語(カナダ)

	
l_fr-CA


	
ドイツ語

	
l_de


	
ギリシャ語

	
l_el


	
ヘブライ語

	
l_he


	
ハンガリー語

	
l_hu


	
イタリア語

	
l_it


	
日本語

	
l_ja


	
韓国語

	
l_ko


	
ノルウェー語

	
l_no


	
ポーランド語

	
l_pl


	
ポルトガル語

	
l_pt


	
ポルトガル語(ブラジル)

	
l_pt-BR


	
ルーマニア語

	
l_ro


	
ロシア語

	
l_ru


	
スロバキア語

	
l_sk


	
スペイン語

	
l_es


	
スウェーデン語

	
l_sv


	
タイ語

	
l_th


	
トルコ語

	
l_tr
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このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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